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あん まり 人 に 自慢 で きる 趣味 じゃ な いん で す が 、 
よう する に 軍事 関係 の こと が 好き な ん で すね 。 


くだ ら な いな アァ と 思い な が ら も 、 軍 事 関係 の こと が 好き な ん で す 。 
) 。 な ん と 愚か な こと を する ん だ ろう … と 思い な が ら 、 な ん 
て パカ な ん だ ろう と 思い な が ら 戦 記 な ど を 読ん で いる 
ん で す .。 で も 、 盟 か だ と わか りつ つも 、 狂 気 の 情熱 みた 
いな も の が 、 どこ か で 好き な ん で すね . 
し か し 、 背 定 し て いる か と いう と 、 そう で は な く 耕 定 
し て いる ん で す が 、 そう いう 矛盾 が 整理 され な いま ま 、 
ずーっと この 趣味 を 、 も うか れこ れ 40 年 近く や っ て いる と 、 
色々 た まっ て くる ん で す よ ね 。 で 、 それ を 出し た く な る 
ん で す 。 た だ 、 自分 は こう いう こと を 知っ て る よ ! っ て い 
う の を 出す ん じゃ な く て ね . 
実は 、 こう いう 趣味 を や っ て 行く っ て いう の は 、 人 に 
は と て も 言え た いこ と で すけ れ ど も … 頭 の 中 で 無数 の 
空中 戦 を や り 、 無数 の 海戦 を や っ て いる ん で す . だ か ら 
僕 は レミ ュ レ ーション ゲー ム を や る 気 が 全然 起こ ら な い 
ん で すね .。 ゲー ム な ら 、 も う 頭 の 中 で 死ぬ ほど いっ ぱい や 
っ て いる か ら … 死 ぬ ほ どっ て いう の は オー バー で 、 全然 
死な な いけ ど ( 笑 ) 。 だ か ら 、 い っ た い ど れ ほ どの 数 の 航空 母艦 や 、 
どれ ほど の 航空 戦隊 や 、 どれ ほど の 数 の 飛行 機 や 、 
どれ ほど の 数 の その 飛行 機 の た め の 工 場 な ん か を 、 
色々 と 頭 の 中 で 練り ト 上 げた か わか ら な いん で す 。 
そう いう こと を 、 ああ だ こう だ と や っ て いる うち に … な に 
も それ は 第 2 次 大 戦 の 飛行 機 と か 、 戦 車 に 限ら ず … い ろ 
ん な こと を や っ て いる うち に 、 何 と 変 な 物 が ある ん だ ろう ! 
と か 、 何 と 不思議 な ん だ ろう ! っ て いう よう な 妄想 の カ 
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か ら 、 色 々 な 雑学 の 集まり と し て 描き た く な っ て 描い 
た の が 、“ 雑 想 ノ ー ト "と いう わけ な ん で す . 
ホン ト は 、 い つも これ だ け を や っ て いら れる と 楽し いん で すけ れ ど 、 
これ は まっ た く の 趣 味 で すか ら ね ( 笑 )。 
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げ 学 ょ マミ きっ の 詳 雪 S 
2 る (= 公 3W せ . 

ルル // 多少 た ん ラ 到 才 発令 っ / に 
と 2 スプ / コ 大 2Z2 有 休 そ ク . 37/ と 多少 た た 
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_ 加 陣 突破 こそ 男 の 花 道 !7 と ば か り ( 
悪役 大 佐 が 町 で きら っ た 少女 へ の 恋 は 、 
豚 と 人 間 と の 壁 を 越え て 成就 され る の か 1!7 


軸 : 月 刊 モデ ル グ ラ フィ ックス 1985 年 1 月 号 
第 3 回 、 執 筆 ・1984 年 12 月 ) 


ミオ 7 午 
千 試 


全備 重 重 76t 最大 速力 12km/h 
旬 半 四 最 大 00 ミリ 芯 装 
ン N 奈 . 


150 ミ リ 裕 弾 礼 X 1 
ュ 50 ミ リ 歩 扶 奄 X 3 
7 ミリ 妹 射 礼 X 1 
7.7 ミ リ MG X6 


時 
連 埋 35) 


50 午 も 昔 の 少年 雑誌 に は 、 さ 
く 左 の よう な 絵 が の っ て いた も 
- の で ある 。 そ の 名 も 多 砲 塔 重 戦 
ンー 車 。 鉄 条 綱 を 踏み に じ り 、 ト ー 
ジ ン チカ を 粉砕 し 、 い か な る 堅 陽 を 


夫 も た ち ま ち 実 破 す る 、 無 敵 の 鉄 
坦 良 識 論 キキ いう わけ だ っ た 。 が 、 第 2 
2 次 大 戦 が は じ ま る や 、 洗 躍 ぐ こ 
ろか 、 た ち ま ち 姿 を 消し て し ま 
っ た の が 、 こ の 多 和 砲塔 な の だ 。 

職 茶 柄 、 戦 車 を 時 々 フィ ルム 
に 登場 させ る の だ が 、 ど う て や 最 
芝 の 戦車 は スマ ー ト すま ぎる 。 戦 
車 は だ いた い 加 役 む き な の で あ 

| っ て 、 悪 役 に は 多 砲 軟 が ぴっ た 
りり だ 、 と いう わけ で 、 い つか 、 
詳 せ の て フィ ルム の 中 で 活躍 させ 
共 い ゃ お も う よ う に な っ た 。 


v9 ェ ト エ ュ s 
Ax ん 249<12 了 ゥ 初 天 に 全 3 疲 


全 アニ メー ター だ / よ 時 々 
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攻 " の *< て 3」 た よ て 
た 事 ラ 


トー ニン = ニュ ン ュ ュー ン 


か くし て 共 ら れ た の が この 夢 の 多 砲 塔 苗 車 で 
「 悪 役 ] 号 」 て ある 枯 セ ら 相 ・ 
時 あたかも 1930 千 代 中 頃 の こと と ラー ペ た 人 計 符 に リキ 

2 こさ スル スル ょ の びれ ば 
全備 重量 7001 
出力 1000HPx2 2 坦 齋 ジダン ん リー 
速力 最 大 28km ング 7 な ク ンジ / NN・ NE 2 90 お 。 入 
(カタ ログ クエ) 2 ク < せ 
捧 装 か ず し れず am 

守っ 


ドー ザー フレ ー ト (は この 戦車 の 最大 の 特徴 は 症 導 
油圧 で 操作 する 。 キャ タビ ラー を 持つ こと ゃ で ある 。 こ 和 れ に より 


戦車 障害 物 を 易 々 乗り こ を る の で ある !! 
で の が た り 1 


バー クシ ャ ー 軍 際 が 悪役 大 佐 に ひき いら れ て 及 策 を 
お こし た 。 同 建 隊 は 戦車 に の っ て 帝都 に 鈴 員 を 前 始 。 


PR 


後に ドイ ツ 軍 が 
重 汰 中 車 で まね た 。 
和 き 


、 こ の 皿 想 は 軍事 に うけ つが れ た 。 
そ に へ 人 公 登場 ! 


替 の 生 人 公 は ば に たいてい 


mn、 \ N の っ | 
ドー ング 54 ⑦ ウ 放 記 N 4 は 
て / 7 
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り 噴 半 宮 ( ロ ケッ ト 加 


170 ミ リ 加 音 ーー: デー 
同軸 装備 の 各種 機 錠 は ZS O 生 で の 委 
5 種 7 丁 を か ぞ え る ーーー ラプ 
ゥ ン と / か ェ 5 ミタ パタ (2 キ 
か を り の で る 
大 佐 の 好物 は ホー クコ ロッ ケ 


eS 
うっ 
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いり 『 
指 念 挫 は 大 佐 の 個室 で も 
ある 。 悪 役 に は この よ 
う な 部 屋 が 必要 だ 。 
女 の 才 を くど く た 
(Q) 9y 
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NM 3 / 
\ ミ w、 ンド ンー ン ン ィ 
\ デ 1 / ん ベク 
W/ デ T 


4 人 の K ミ RS / 
タン Yes 
加重 NN39o、 、。 (と 
| red 2 ROY7 と %/% 】 1 N メン 

2 山間 | 還 DS H の 和 ae 
99 た 6 | 時 Ll ピング MX We_ か わい い 子 は 
き の ne2N ず 口 説い て あ 

ga のり ね は な ら な い 。 

宙 入 い グ 結 上 は どう あれ 。 


MV V ソ VEV VM POP を V " . 
そし て つい に |! 悪役 一 号 大佐 の 野 形 は つい えた Fc 


ーーーーー Pa に ーーー- 


| src 際 
ここ か ら 先 は 、、 
上 の 図 を 見 つつ 、 
演出 が 

この よう な マン ガ 喘 画 を 胡 た い 
ペコ 。 な 方 は 、 2 億 円 は ぎ 桂 参 し て 下さ い 。 
2 、| 0 導き | 時 は 待っ て 下さ は 、70 分 の 
つの ペー 寺 デ | 欠 然 色 マ ンカ 映画 を 信 っ て さ し 

デン あげ ます 。(PR) 


m クト Z の ば ガ ( 所 陸 い WKN、 い い で アン ン ず ピ ご ふ アグ /2 の ン / が りき W マ きい NN Sm デン の / W 
ング で.740)/0 は NNNN マ <Z バ (4 ON ジング の /MW NNNN ド ニー ググ 449、 


ああ ーーー ーー がい パ ハ や 『 パ 
才 ク ンド さ 


彼 の 若 作 希望 ] に 登場 する 


フラ ンス 旧式 機 に よる 決死 の 爆撃 行 ! 


: 月 刊 モ デル グラ フィ ックス 1985 年 2 月 号 
(連載 第 4 回 、 執 筆 ・1985 年 1 月 ) 


[ 5 | : | 有 0 。 ki5 
門 8 se よ 。 類 半 スズ" ま 9 は る な が は 
S 当 9 和 スハ “>or 業 玉 放 て 
カッ 康 因 と "みる と の ぅ 77 は 
ap な < 、 府 か の な 炊 の で の ぱる 


96 式 陵 娘 と ほとん ど 同 じ 時 期 に 造ら れ た クラ ンス の ポテ ー ズ に 乗っ て 自身 の 思想 と 信条 の た め に 齋 っ た 男 舌 が いた 。 ス ペイ 
540 は 、 産 れ た 瞳 間 か ら 旧 式 機 と いう 、 み じ め な 爆撃 機 だ っ た 。 ン 再 民 吾 争 (7936 年 一 39 年 ) に 、 人 民 就 線 政 府 (共和 派 ) の 国際 胡 
木 金 混 訪 の 四 負 い 胴体 、 支 柱 と 張 線 だ ら け の 羽 布 張り の 高 幼 、 勇 航空 隊 に 身 を 投じ て ファ シズ ム と 整っ た 男 達 (フラ ンス 人 、 
空気 抵抗 を 減ら す 怒 有力 を し た と は 思え ぬ の に 、 武 朋 が エン ジン イタ リー 人 、 ア メリ カ 、 ド イツ 、 ア ラビ ア そ の 他 の 国々 か ら 集 
カッ ウリ ング に 引き 込ま れる 脚 。 設 計 者 達 が 何 き 考え て いた か 判 "まっ た 人 々 ) で ある 。 各 国労 働 有 の カン パ に 支え られ て 購入 さ 
らん 機体 で わる 。 カ タロ グ 上 は どう か 知ら がい が 、 水 平 全速 300 " れ た ポテ ー ズ 540 で 、 彼 等 は 、 秀 伊 が 送り 込ん だ 正規 空軍 (名 前 
大 時 は 絶対 に 押 理 だ っ た は ず だ と 思う 。 し か し 、 こ の 鐘 行 機 "だ け は 勇 軍 ) を 相手 に スペ イン 上 空 へ 出撃 し て いっ た 。 


5 誠 が の この ノー ト は 、 ア ンド レ ・ マ ル ロ ー の 小説 
全長 76m (希望 」 を も と に し て いる 。「 征 服 者 』「 人 間 の 栓 
全 福 Zm 件 」 等 の 著者 と し て 知ら れる マル ロー は 、 国 


逆 大 速力 370km/ 時 際 森 勇 航空 部 胡 の 創建 に た ず さ わ り 、 自 身 も 
航続 距離 7200k ポテ ー ズ で の 爆撃 行 に 基 加 し た の で ある 。 


7.7 ミ リ 機 銃 x 2 
燥 弾 200kgx 4 
え ス は 50kgx70 
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| 」 *・ た み ただ *。 ミ ( て . 甘 
ルル) に こせ 7 た 
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そ k に (< で . こ 人 な に ii 
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央 え な ラ ( さ と 偽 さ と " 且 に 足 妹 ツェ 
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帰途 、 ボ テー ズ の 費 胡 は 、 別 の 飛行 場 か ら 工 び 立 っ た 月 657/ 
の 7 機 に 畿 われ た 。 ボ テー ズ の 二 准 機 が 撃 馬 さ れ 、 ア ラビ ピア 人 
の 国際 柳田 航空 拓 が 死に 、 フ ラン ス 人 、 ベ ルギー 人 、 イ タリ ア 
人 が 負 働 し て いる 。 負 働 兵 逢 は 誠 民 着 の 担保 に に ば われ 、 基 地 
に 帰っ て 来 た 。 

ポテ ー ズ の 編隊 指揮 し た マー ヤン と いう 名 の フラ ンス 人 が 、 
マル ロー 本 人 だ と 伝え られ て いる 。 お そら く 、 こ の エピ ソー ド 
は 本 当 に あっ た 事 ば の だ ろう 。 私 は 観 て い ば い が 、 マ ルロワ ロー の 
周 名 の 映画 「 希 望 」 に は 、 実 際 に ポテ ー ズ に よる 空 組 の シー ン 
が ある と いう 。 

7939 年 3 月 、 ス ペイ ン 内 乱 は 人 民 寂 線 政府 の 敗北 で 終り き 告 
げた 。 自 信 # き つけ た ヒト ラー は 、 同 じ 是 に 第 一 次 大 寂 & 開 始 す 
る 。 ス ペイ ン 内 乱 で ナチ オス と ファ シス ト ほ 破っ 7 いれ ば 。 補 争 
は お きか っ た と いも 2 と も 


内 乱 終結 時 、 人 民 壮 線 側 の 数 十 か の 沈 働 者 ・ 典 氏 が 庶 殺 され た 。 
その 後 7975 年 に 独 才 腹 フラ ン フ が 死ぬ まで 、 ス ペイ ン に は ファ シス 
ト 政権 が 鐵 く こ と に ばる 。 私 は 文 汗 の 農夫 が ん と か 生き 残り 、 天 
寿 を まっ と うし た と 信じ た い 。 
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7882 年 (明治 75 年 ) ドイ ツ の フル カン 知 船 所 で 、 
艦 省 に 金 の 竜 を つけ た 二 彼 の 甲 鉄 艦 が 誕生 し た 。 
清 鐘 が 、 北 洋 水 飼 (艦隊 ) の カ 艦 と し て 発注 し 
た 定 退 、 鎮 送 の 姉妹 艦 で ある 。 任 竜 は 中 還 清 王 
朝 の 令 章 で あっ た 。 時 、 列 強 は 7 カト ンク ラ 
ス の 主 カ 艦 建造 を 始め て いた が 、 二 流 と は いえ 、 
両 艦 と も 7.0006 を こえ る 堂々 た る 区 艦 で ある 。 本 
は CV 南 戦 争 が 終っ て 問 も な い 日 本 が ん か に と て も 質 
# 


、、 | 共 活 員 衣 の 天 な の える 代物 で は ぜ な か っ た 。 
バ に 5C こん な る の た" 
た と の う C み る ゲ c の 。 
/897 年 (明治 2 年)、 北 洋 
N 艦隊 は 日 本 を 訪問 し た 。 晶 
NN 本 人 は 両 盤 の 砲塔 に 欧 欠 と 
ば っ た 。 厚 さ 30 セ ンチ の 装 
忠 暫 井 に 、320 サ ンチ の クル 
ッ プ 紅き 連装 し 、 水 圧 で ブ 
YU アタ ウロ ブ ロワ と 自在 に 動く の で あ 
陀 読 も ー 敵 し る 。 日 本 艦隊 は 装 甲 克 場 な 
R ど 持 っ て いな か っ た 。 おま 
け に すさ まじ い 重 装甲 の 船 
体 で ある 。 角 例 装甲 356 ミリ 、 
主 可 部 は シタ デル と 呼ば れ 
る 甲 鉄 の 上 緒 で あっ た 。 不 沈 
艦 と いう 言葉 が 、 こ の 頃 婚 
に 使わ れ て いる 。 白 し も 、 
日 清 両国 間 は 風雪 名 を つげ 
了 *C い 7 ら 。 
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和 坦 き 十 税 に 並 多 さ で < 主 る を 店 の 全 史 放さ あう へ 生 ゆ し ば どの 舌 佑 
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死 介 有 数 定 各 吾 死 77 名 仙 傷 8 名 “ 
鎮 速 吾 死 3 名 負傷 28 名 、 才 和 me 谷 N、 
松島 補 死 35 名 負傷 28 名 (信介 / 発 に よる ) | M Gem rd 
ング ノ 王 . K 生 、 jo る 笑 ?z ば 


4 時 間 半 の 黄海 海 理 が 終っ た 時 、 両 艦 の 装 四 の な い 部 
分 は スク ラッ プ に っ て いた 。 し か し 、 沈 まぜ い 。 シタ 
デル は ビク と も せ ず 、 約 場 も 機関 も まっ た く 健 康 だ っ た 。 
これ 程 の 弾丸 を 受け た に し て は 、 死 傷 者 の 数 も 、 お どろ 
く 程 わずか で 、 鎮 明 の 20 サン チ 弾 き 一 発 く ら っ て 、 日 本 
艦隊 の 護 艦 松島 が 90 数 名 の 死傷 者 き 出し た の と 対照 的 で 
ある 。 兵 員 の 市 練 不 足 、 戦 術 の まず さ に より 清国 北洋 艦 


っ その 吉 。 
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雑 起 ト ー ク 宮崎 駿 X 富 岡 吉 勝 


DATUWBMAIHM 


TALK 


第 13 話 「 豚 の 虎 ] は 、 1992 年 夏 に 映画 「 紅 の 豚 」 が 
公開 され 、 宮 崎 監 督 の 長い 夏休み が 終わ っ た あと 、 
同年 末 に 発売 され た 「 雑 起 ノー ト ] 初版 本 用 (現在 絶版 ) 
に 描き 下ろ され た 作品 で ある 。 

その 記念 と し て 、「 雑 想 ノ ー ト 」 の 連載 誌 で ある 
月刊 モ デル グラ フィ ックス 」 誌上 に て 対談 が 行わ れ た 。 
対談 の お 相手 は 、 ド イツ 戦車 研究 家 で あり 

模型 設計 家 の 富 岡 吉 勝 氏 で あっ た 。 


富岡 氏 が 翻訳 し た ドイ ツ 戦 車 関 連 の 書籍 の 愛読 者 で ある 宮崎 氏 と 、 
『 ナ ウシ カ 」 ファ ン の 富岡 氏 と の 顔合わせ で ある 。 


そん な お 二 人 の 会 話 は 、 


まる で 幅広 で 重い ティ ー ガ ー 戦 車 の 


キャ タビ ピラ の よう に 、 や や こし くじ わ じ わ と 、 そ し て 趣味 丸出し で 進む の だ っ た 。 


GUEST PERSONALITY 


旨 岡 吉 騰 


72 め ZZ が 7272726Z 


〇 1944 年 北海 道 出身 。 宮 崎 氏 の 愛読 書 で 
ある 「 ジ ャ ー マ ン タン クス 』、『 テ ィ ー カ 
ー・ 無 英 戦車 の 伝説 }】、 パンツァー フォ ー」、 
「 克 戦 、 第 6 戦車 師団 ] 等 の 書籍 (大 日 本 絵 
画 刊 ) の 翻訳 を 手掛け た 。 欧米 の 戦記 資料 


の 翻訳 や 、 海 外 の 博物 館 で の 実車 計測 な ど 、 


氏 が 20 年 以上 前 か ら 続け られ た 精力 的 な 研 
究 に より 、 ド イツ 戦車 の 実像 が ずい ぶん 明 
ら か に な っ た 。 本 職 は 模型 設計 家 。 グ ン ゼ 
産業 の パン ターG 型 、 息 号 、IV 号 戦車 等 の 
スケ ー ル モデ ル の 設計 、 モ デル カス テン 社 
の 1 35 ス ケー ル の 戦車 用 連結 式 キ ャ タ ピ 
ラ の 設計 及び 開発 を 手がけ 、 い ずれ の 製品 
も その 精密 感 と 正確 さ は 世界 的 に 高い 評価 
を 得 て い る 。 
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エン ジン な ん て 信用 で き な い 
ーー 「 雑 想 ノ ー ト ] で 宮崎 さん が ポル シェ ティ ー ガ ー 
の 話 を 描い て くだ さっ た 途 端 に 、 ま る で 待っ て まし た 
と ば か り に 、 英 国 の 模型 メー カー か ら 1 35 スケ ー ル 
の ポル シェ ティ ー ガ ー が 発売 され まし た 。 
宮崎 今 (模型 を 見 な が ら ) これ が 製品 化 さ れる よ 
うじ ゃ 、 も う 未 期 的 で すね 。 こ ん を な を 物 、 製 品 に な 
る ん で すか ね ぇ … ? 

ここ (機関 室 上 面 の グリ ル ) 、 間 違え て 描い た 
ん だ よね 。 こ こ に ね 、 機 械 駆動 の 強制 冷却 ファ ン 
が 和信 っ て る ん で す よ 。 そ れ で と これ が エン ジン に 空 
気 を 送り 込ん で 、 エ ンジ ン に も ファ ン が つい て い 
て 、 そ の 冷却 気 が こ っ ちか ら 外 に 出る 。 二 組 ずつ 
ここ に つい て いる の ね 。 そ れ は 本 に 出 て る の を 読 
ん で わか っ た ん だ けど も 、 描 く の 忘れ た 。 フ シシ 
シ ! そう いう こと は も う 無 数 に あっ て …、 恐 ろ 
し いで すね 。 し か し 、 こ ん な 物 売 れ る ん で すか ね 
ぇ 、 心 配 で すね ぇ 。 
ーー し か し 、 こ ん な に 砲塔 が 前 の ほう に つい て た ら 、 
操縦 手 席 は さぞ 狭かっ た で し ょ う ね 。 
宮崎 急 日 本 陸軍 の 戦車 じゃ ある まい し 、 車 長 が 足 
で 蹴っ て 操縦 手 に 指示 を し た わけ じゃ な いで し ょ 
うけ どれ 。 

この 戦車 は 操縦 手 席 の 後ろ 2 に アー ム が つい て い 


る ん で す よ 。 な ん か 蹴っ 飛ば さ れ な いよ うに する 
の か 、 あるいは 装 が ひっ くり 返っ て 、 操 縦 手 


の ほう に 転げ 落ち な いよ うに する の か ね 。 な ん か 
よく わか ん な いん だ けど も …。 モ ッ ク ア ッ プ の 写 
真 と か 、 写 真 の 変 た と ころ ば っ か り 見 て る うち に 
だ ん だ ん 気持 ち 悪 く な っ て き て …、 人 格 が 歪ん で 
いく よう な 気 が し で 。 フ ハハ ハ …。 

小林 源 文 さ ん が 「 モ デル グラ フィ ックス 』 の 劇 
画 で 戦車 の キャ タ ピ ラ を 克明 に 描い て いる か ら 、 
好き だ な ぁ と 思っ て 呆れ て た ん だ けど 、 自 分 が や 
る ハメ に な っ て …。 結 局 わ か っ た ん で すけ ど 、 飛 
行 機 に 比べ て 戦車 っ て いう の は 動き が 少な いか 
ら 、 描 いて て 気 が 晴 れ な い の ね 。 そ れ で 貨車 か ら 
降ろ そう と 思っ て いる うち に 降り な く な っ ちゃ っ 
て で て 、 パ バーン は どん どん な く な うっ う て くる し 、 あ 寺 
だ め だ ! っ て 、 結 局 動か な いで 終わ っ て し まっ た 。 

この 横 っ 腹 、 こ れ (ポル シェ ティ ー ガ ー の 模型 
に は 工具 な ん か が 色々 つい て いる けど 、 試 作 型 な 
ん て 何 も つ いて な いで すか ら ね 。 ま っ た く モ ロ に 
80 ミ リ の 装甲 板 が ベロ ッ と つい て いる だ け で 、 あ 
れ 見 る と ドイ ツ 人 っ て 頭 が お か し いん じゃ な いか 
と ど 思 いま すね 、 テ ベ べべ へ 。 
富岡 佑 僕 は これ で 食っ て る か ら 、 悪 口 言う と 宮 が 
あたる 。 わ は は は っ ! 
宮崎 人 フ シシ シシ ! この 電気 駆動 っ て や つ は 、 
も っ と 軽い 車体 に 積ん で 、 出 力 が も っ と あれ ば 実 
用 化 で きた ん で すか ね ぇ 。 
富岡 書 ま ぁ 、 こ ん な 電車 の モー ター みた いな 物 を 
くっ つけ て た ん じゃ 、 走 り 出す まで に ガッ チャ ン 
っ て いっ て ね 、 プ ブーン っ て 感じ で 時 間 が か か っ た 
で し ょ うれ し 
宮崎 発 そ れ で ね 、 動 き 出す 時 っ て も の すご く 電 気 
を 食う で し ょ 。 こ 
二岡 移 だ けど ね 、 走 つっ て る エレ ファ ント の 記録 フ 
ィ ル ム を 見 る と けっ こう 速い ん で す よ 。 お そら く 
ああ な る まで が 、 モ タモ タ し て て 大 変 な ん で し ょ 
2。 6 
宮崎 多 あ の 、VK30… な ん と か で し た っ け 、 ポ ル 
シェ の 。 あ れ は 60km/h 出 る っ て 本 に 書い て ある 
で し ょ 。 あ れ な ん か る も 加速 に 延々 と 時 間 を か け て 
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[ 豚 の 虎 』 を 執筆 中 の 宮崎 氏 (92 年 10 月 9 日 、 
新築 の スタ ジオ ジブ プリ に て )。 そ の 執筆 方 
流 は 、 下 書き な し で て 水彩 用 紙 に 一 コ マ ず 
つ 鉛 筆 で 主 線 を 描き 、 着 和 彩 し と て いく と い 
う も の 。 そ し て その コマ が 気 に 入 れ ば 次 
の コマ に 進む と いう 、 お よそ 普通 の マン 
ガ 技 法 か ら は 掛け 離れ た も の だ 。 こ れ は 
頭 の 中 に 完全 に 仕上 が り イ メー ジ が 完成 
し て いな けれ ば 出来 な い 、 和 驚く べき 技法 
で ある 。 下 は 、 宮 崎 氏 の 要請 で 担当 編集 
者 が 一 夜 で 製作 し た 作画 参考 用 の 模型 。 
当時 は ポル シェ ティ ー ガ ー の 模型 は 発売 
され て いな か っ た た め 、 テ ィ ー ガ ー1{ 型 
と エレ ファ ント の 模型 を 合体 し て 製作 さ 
れ た 。 


60km/h 出 し た ん で し ょ う ね 、 ツ ハハ ハ 。 結局 、 
その 後 も 電気 駆動 の 戦車 っ て いう の は 、 ど この 国 
の 誰 も 実用 化し て な いで し ょ 。 

富岡 信 使 い 物 に な ら な いで し ょ う ね 、 あ ん を 物 は 。 
宮崎 人 書 だ か ら 僕 は いま だ に ポル シェ っ て あん まり 
信用 し て な いん だ けど も 、 イ ヒヒ ッ 。 や っ ぱり 変 
速 機 を 作る の が 大 変 だ た っ た か ら 作 っ た ん で し ょ う 
か ね 。 

富岡 書 あ の ころ は まだ 変速 機 自体 が 完成 され て い 
な か っ た か ら 、 試 行 錯誤 の 段階 で で きた だ け の 物 
っ で だ NGos_ 

宮崎 人 結局 、 ヘ ン シ ェ ル の ほう も を 変速 機 の こと で 
ずっ と 悩み ます よね 。 

富岡 代 重 た い の に 、 大 馬力 か け て ね …。 


・ [パン ツァ ー ズ ・ イ ン ・ ノ ルマン ディ 』 で も ドイ 


ツ の 戦車 連隊 が 交換 用 の 変速 楼 が 足り な いと いっ て 、 
大 騒ぎ ざし て いる よう な こと が ずい ぶん 書か れ て いま す 
が 、 や は り 変 速 機 の 消耗 と いう の が 一 番 激しかっ た ん 
で し ょ うか ? 
富岡 発 だ っ て 、 年 中 切り 替え て …。 
宮崎 信 見 る 見 る うち に ギア が 鉄 粉 に な っ て いく ん 
で ず 。 ワ ハバ パ ハ の 、 ジ ョ リ ジ ョ リ だ な うっ て で いく ん 4 で 
すず よ 。 
富岡 今 だ いた い が ア ンダ ー パ ワー だ か ら 、 年 中 ギ 
ア を 落と し て フル 回 転 さ せる で し ょ 。 だ か ら 、 す 
ぐに ガタ ガタ に な っ ちゃ うん で し ょ う ね 。 
宮崎 人 革 だ か ら 僕 は ね 、 あ れ (ティ ー ガ ー 重 戦車) 
を 戦争 に 使え を た の は ドイ ツ 人 だ け だ と 思う ん で す 
よね 。 ド イツ の 整備 兵 が 死に 物 竹 いで 頑張 っ た か 
ら 使え た ん で す よ 。 

日 本 人 は も ちろ ん 、 ア メリ カ 人 だ っ て 絶対 に 使 
えな か っ た ん じゃ な いか な と 思い ます よ 。 
富岡 信 飛 行 機 に し て も ね …、 僕 ら は 昭和 20 年 代 の 
物 し か 知ら な いけ ど 、 そ れ だ っ て 、 そ りゃ ひど い 
も ん で すね 。 そ れ 以 前 の 機械 を 使っ て 戦争 を し た 
っ て いう の が ね ぇ 。 ど うし て で きた ん だ と 思う ん 
で す よ 、 あ ん の な エン ジン 
宮崎 金 そ う で す よ 。 
富岡 久 で も ね 、 よ く 考 えた ら 今 の F 1 と 同じ で ね 。 
1 機 に 3 人 くら い 整 備 員 が つい て 、 飛 ぶた びに バ 
ラ し て 整備 し て …。 そ れ し か エン ジン を 回 す 方 法 
が な か っ た ん で す よ ね 。 
宮崎 人 今 の 若い 人 は ね 、 エ ンジ ン っ て の は 最初 か 
ら 回 る モン だ と 思っ て いる で し ょ 。 チ ョ ー ク の 調 
整 な ん か も 全部 コン ピュ ー タ か な ん か が や っ て く 
れる し ね 。 だ か ら エ ンジ ン っ て の は スイ ッ チ ひと 
つ で 回 る と 思っ て る ん で す 。 

僕 の 子供 の 時 は ね 、 エ ンジ ン っ て の は か か ら な 
い モ ン だ と 思っ て いた ん で す 。 と に か く 見 て る 前 
で は か か ら な い モ ン だ と ね 。 バ ス で も な ん で も 、 
いち いち クラ ンク を 回 し て ね …。 
富岡 仁 僕 な ん か も 昭和 30 年 代 に プル ー バ ー ド に 乗 
っ て いた 時 、 よ く バ パ バッテリー が 上 が る ん で 、 原宿 
あたり で 停 ま っ ちゃ っ て 、 ク ラン ク 回 し て まし た 。 


宮崎 急 僕 は ずっ と 乗用 車 が 2CV だ っ た か ら 、6 
ボル ト の 時 代 は 夏 で も 冬 で も 延々 と 手 で 回 し て ま 
し た 。 あ れ は 軽く て コン プレ ス が 少な いか ら 、 ヒ 
ャ ーッ と 回 っ ちゃ うん で す が ね 。 

だ か ら 、 い まだ に 信用 し て な いで す 、 車 の エン 
ジン 。 き っ と どっ か で ご ま か し て いる ん だ ろう っ 


重 直 に そそ り 立 つ ク ルッ プ 鋼 板 
宮崎 人 こ れ ね ぇ 、 な ん か や ん な っ ちゃ うん で す よ 
certvph 、 こ いつ (ポル シェ ティ 
ニー) を 作る まで っ て , あん まり 期間 が な いで 
We 錯誤 を や っ て る 暇 が な いん だ よ 
ね 。 作 っ ちゃ っ た 奴 は 使わ な くち ゃ いけ な いみ た 
いな …。6 ト ン く らい の 戦車 乗っ て た 奴 が 、 い 
き な り 50 ト ン の 戦車 に 乗せ られ た ら シ ョ ッ ク で し 
よう ね 
富岡 書 そ う で すね 。 そ れ に し て も 、 あ の 開発 期間 
の 短 さ は すご いで すね 。 
宮崎 健 す いで す よ ね 。 僕 ね 、 
た ん ス け ど 、 こ れ 後 輸 駆 動 で し ょ … 
いう の か どう か 知ら な いけ ども …。 と いう こと は 
前 輪 に 一 応 歯 車 は つい て ます けど 、 こ れ は た だ の 
誘導 輪 で し ょ ? そう する と 、 ここ に 垂直 と 水平 
の 装甲 板 を つけ る より も 、 斜め の 一 枚 装 甲 に し た 
ほう が 耐 弾 能力 も 向上 する し 、 重 量 も 軽減 され る 
ん じゃ な いか と 思う ん で すけ ど 。 
富岡 委 そ の ころ は 、 装 甲板 に 斜め の 角度 を つけ て 
敵 弾 の 員 通 力 を 減殺 し よう な ん て 全然 考え て な い 
で すね 。 。 
宮崎 金 ド イツ 人 は ね 、 研 直 に お っ 立て た クル ッ プ 
の 鋼鉄 で 跳ね 返す ん だ っ て ね 、 ウ シシ シ 。 
富岡 代 厚 さ が 100 ミリ ある か ら 大 丈夫 な ん だ っ て 、 
世 ッ タツ アツ ツ ッ 
宮崎 免 こ こ が 垂 直 な の は 、 ペ リス コー プ と か そう 
いう こと と の 関連 な の か な … っ て こと も 思っ た ん 
で すけ ど 。 使い に くい ん じゃ な いか な ぁ … と か ね 。 
ーー あと 前 方 機銃 が つけ られ な いと か 。 
宮崎 書 で も マチ ル ダ (英軍 の 歩兵 戦車 ) な ん て す 
ぐに 前 方 機銃 な ん か あき ら め て る じゃ な い 。… で 
も 、 戦 車 の 前 方 機銃 っ て いう の は 、 戦車 に 随伴 さ 
せる 兵力 の 足り な い 軍 隊 の 物 な の か な っ て 思っ た 
り も し て 。 
富岡 先 あ れ は 当たら な く て も いい ん で す よ 。 前 方 
機銃 は 撃っ て る と いい ん で すっ て 。 
宮崎 急 機 銃 手 の 気 が 休 まる っ て こと で し ょ 。 撃っ 
て れ ば 敵 兵 が 近寄っ て こ な いん で し ょ う ね 。 3 
ら あ と で (ドイ ツ 戦 車 の ) 前 方 機銃 は 突撃 銃 に 
の PO 
こん な と ころ に 機関 銃 つ け て も し よう が な いっ て 
ん で 。 
ーー で も あの 重い 車体 か ら 撃つ ん で すか ら 、 安 定性 が 
よく て 前 方 機銃 の 命中 精度 は よかっ た で し ょ う ね 。 
宮崎 久 遠 距離 を 落ち つい て 撃て ば ね 。 


これ 不思議 に 思っ 
後 輪 駆 動 っ て 
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「 こ ん な も の が 製品 に な る な ん て …」 二 つ 
の ポル シェ ティ ー ガ ー の 模型 (灰色 が 作 
画 参考 用 、 明る い ほ う が ア キュ リッ ト ア ー 
マー 社 製 ) に 見 入り 、 果 れ 返る お 二 人 。 そ 
れ ま で の 模型 は 大 活躍 し た 兵器 が 製品 化 
され る の が 通例 で 、 試 作 に 終わ っ た だ け 
の 車両 が 発売 され る こと は まず な か っ た 。 
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富岡 欠 日 本 や ドイ ツ な ん か は 一 応 前 方 機銃 に 照準 
有 眼鏡 を つけ て る けど 、 ア メリ カ な ん か ペリ スコ ー 
プ か ら 覗 いて 前 方 に 弾 を ば ら ま くだ け だ ね 

宮崎 今 弾 薬 の 補給 の こと な ん か 考え な く て いい 軍 
隊 の や る こと で すか ら ね 。 


) な ん 
て すご いで す よ ね 。 5 反 ぐ らい 機関 銃 を つけ て て 。 

宮崎 急 効 児 性 の 現れ で す よ 。 よ うす る に 西部 劇 の 
2 失 拳 銃 で し ょ 。 そ れ で その 戦車 の 上 で 戦車 長 が 
ピス トル か な ん か 構え を ちゃ っ て ね 、 ワ ハハ ハッ ! 
どう も 軍隊 っ て いう の は 、 そ の 民族 の 交 児 性 っ て 
の が 出 て きち ゃ いま すね 。 
富岡 午 そ うか 、 あ れ は 幌 馬 車 の 輸 形 陣 を 1 台 で や 
っ ちゃ お う 、 っ て いう わけ か ! 
宮崎 今 まぁ 大 量 生産 で (機関 銃 を た ) いっ ぱい 作っ 
ちゃ っ た か ら 使 わな くち ゃ な ら な いっ て こと だ っ 
た ん で し ょ う ね 。 日 本 中 が 信号 機 だ な ら け に な っ ち 
ゃ っ た みた い に ね 。 

で も この (ポル シェ 式 の ) 足 回 り は どう だ っ た 
ん で し ょ う ね 。 ダメ だ っ た ん で し ょ うか 。 こっ ち 
の ほう が 作る の は 簡単 そう で す よ 。 確か 1 ノン 2 の 
手間 で で きる ん で す よ ね 。 
富岡 欠 取 り 外 し も 簡単 だ っ た し ね 。 
宮崎 欠 あ の ヘン シェ ル の 転 輸 を 見 て 、 バ ラ す こと 
を 考え る と 頭 が クラ クラ し ます ね 。 ち ょ っ と 大 変 
で し ょ 。( ボ ルト を ゆる め る の に も ) レン チ を 足 
で 蹴っ 飛ば し た りな ん か し て 。 
富岡 委 そ れ に サス ペン ショ ン を 外す た め に は エン 
ジン を 外さ な きゃ な ら な か っ た ん で し ょ 。 
宮崎 人 急 そう で すね 。 
ーー 足 回 り だ け は ポル シェ を 使っ た ほう が 良かっ た 
ん じゃ な いで し ょ うか が 。 
富岡 や うー ん 、 だ か ら ヤ ー ク ト テ ィ ー ガ ー で 、 ま 
だ 使っ た り し て る よね 。 た だ サス ペン ショ ン 自 体 
の 性 能 は ヘン シェ ル の ほう が 良く て 、 ポ ル シ ェ 式 
は 速度 を 出す と 振動 が ひど か っ た らし いで すね 。 
宮崎 念 結 局 、 ポ ル シ ェ の ほう は か ろう じ て 動 く と 
いう だ け で …。 
富岡 代 生 産 性 と か 、 交 換 し や すさ と か 、 
に も 少し は 利点 が ある と いう こと で すね 。 
宮崎 あま り 誰 も 気 に し な いよ うだ けど 、K V 1 
の 足 回 り は 、 ま ぁ 丈 夫 か も し れ な いけ ど 、 乗 り 心 
地 と か 安定 性 と か は あ 
まり 良く な か っ た ん で 
し じょう れ 。 あ れれ だ けり で 
凛 え で いる わけ で し 
ょ 。 まぁ 、 重 い 重 いっ 
C 言 つて も 、 ら これ (ボボ 
リル ンコ ティ イー カー) より 
は 軽い わけ だ けど 。 
富岡 発 K V 1 の 走っ て 
る フィ ルム を 見 る と 、 
な ん か 波打つ よう に 走 
っ て まず の ね 。 すみ どく 可 


まぁ と これ 


く 感 じ ま す よ 。 

宮崎 発 キ ャ タビ ピラ の 上 が ぬら ぬら っ て 動く で し 
ょ 。 で も 本 当 は そん な に 速く な いん じゃ な いで し 
ょ うか ? どう な ん で すか ね 。 戦車 っ て 、 わ か 
な いと と だ ら け な ん だ よね 、 実 を いう と -・。 


ドイ ツ 戦 車 の 人 拒 の 秘密 
宮崎 書 な ん で ドイ ツ の 戦車 ば っ か り が 模型 ファ ッ 
の 間 で も て は や され る の か っ て いう と 、 や っ ぱ 0 
この 剥き 出し の 幼児 性 が 受け て る ん で し ょ う ね 。 
富岡 午 で も な ん な ん で し ょ う 。 フ ィ ル ム な どき 見 
て も 、M 4 シャ ー マ ン な ん か が 出 て き て も 別に め 
うと も る 思わ な いん だ けど 、 ド イツ の 戦車 が 出 て < 
る と 、 な ん か か っ こい いな っ て 思う ん で す よ 。 
に か 不気味 な 雰囲気 で ね 。 
宮崎 人 ポ ー ラ ンド が 作っ た 「『 鉄 十字 】 っ て いう 、 
あん まり 売れ な か っ た 映画 が ある ん で す が 、 そ れ 
な ん か 見 て る と ドイ ツ の 帝国 騎士 団 が 、 白 地 に 黒 
い 十 字 の 揃い の 鎧 を 着 て ね 、 今 の リト アニ ア あ た 
り で うわ ー っ と ポー ラン ド の 騎士 団 と 衝突 する ん 
で す よ 。 そ れ が か っ こい いん だ よね 、 ウ シシ シ 多 
真っ 白 で ね 、 黒 い 十字 が バー ッ と マン ト に 入っ て 
て 、 揃 い の に 孔雀 の 羽 を くっ つけ て ね 。 修道 
みた いな ん だ よね 。 連 中 は 突撃 する 時 も 大 合唱 し 
な が ら 来 る ん だ よ 。 

れ に 比べ て ポー ラン ド 軍 は 鎧 が みん な まち ま 
ちな ん で す よ ね 。 ま ぁ 、 ま ち ま ち な 鎧 を 作る っ て 
いう の は 大 変 な 努力 な ん で す が ね 、 と に か く 田 舎 
っ て 感じ が する ん で す よ 、 ワ ハハ ッ ! その ころ 
か ら 延 々 と 、 ド イツ の 装甲 軍団 っ て いう の は 、 東 
に 向かっ て 突撃 し て は や られ て ね 。 そ うし な いと 、 
東方 の 侯 族 が ヨー ロッ パ の 中 原 を 侵す っ て 心配 し 
て 。 い つの 間 に か 自分 た ち が 、 ヨ ー ロ ッ パ の 守り 
手 み た いな 錯覚 を 起こ すん で す よ 。 

第 2 次 大 戦 で も 、 ド イツ の 生き 残り の 兵 K 隊 に は 
そん な こと を いっ て る や つが 多い ん で す よ ね 。 バ 
シッ ツァ ー マイ ヤー だ の ルー デル と か 、 あの 【 秩 
の 槽 】 の 著者 と か 。 
ーー「『 空 対空 爆撃 戦隊 】 の 著者 ち 、 も う 繰 り 返 し 繰り 
返し 、 そ ん な と と ば っ か り 言 っ て ます よね 。 
宮崎 借 本 当 の こと を 言う と 、 僕 は こっ ちの ほう 
(ボル シェ デ ティーガー) が 好き な ん で す 、 ハ 4 
ェ ル 型 よ り も 。 無骨 と いう か …。 
富岡 書 そ う 、 こ っ ちの ほう が ま が ま が し い 感 じ で 
まま よね 。 
宮崎 代 泥 に 埋まっ て 試運転 し て る 写真 が ある で し 
ょ 。 そ こ で 見 える 横 っ 腹 は 、 い か に も 圧延 工場 か 
ら 出 て きた ば か り の 鉄板 を ドー ン と つけ た っ て い 
う 感 じ で ね 。 ま ぁ 、 ポ ル シ ェ の 作っ た も の は …、 
あの キン グ タ イガ ー (ポル シェ 博士 の 作っ た 試作 
型 ) だ っ て 役に立っ て な いけ ど 。 
富岡 書 ポ ル シ ェ は 車 以 外 は だ めで すね 。 
宮崎 発 ドイ ツ に は そう いう 役に立た な い 天 才 的 な 
人 間 っ て いう の が 多い で すね 。 


宮崎 氏 が 
ー マ ン タン クス 」] は 、 全 部 読ん を で し まい 
まし た よ 」 と 言え ば 、 富 岡 氏 も 「 息 子 が 


[富岡 さ ん が 翻訳 され た 「 ジ ャ 


宮崎 さん の 大 ファ ン で …。 ト トロ の 絵 の 
サイ ン 色 紙 を お 願い し ます 」 と 返答 され 、 
お 互い に ファ ン 同 士 に よる 対談 は 長 時 間 
に わた り 和 や か に 続い た 


僕 は あの メッ サー シ 
ュ ミ ッ ト っ て いう 親父 
だ っ で て 、 る うと うい い 
か げん な 親父 だ と 思っ 
て ん だ けど 。 る うい う 
天才 に 頼っ て 技術 の 力 
で 勝 と うと いう と と 
ろ 。 天才 っ て いう も の 
を 戦争 中 に も 過大 評価 
する っ て いう 気風 が ドイ ツ に は ある ん で す よ ね 。 

戦略 的 に 負け る と 、 新 兵器 を 発明 し て 技術 的 に 
勝 と うと する ドイ ツ の 悲劇 。 ワ ハハ ハッ ! それ 
が 戦後 に な っ て 花開く と いう …。 例 えば 第 1 次 大 
戦後 の 金属 機 や 第 2 次 大 戦後 の ロケ ッ ト み た い に 
ね 。 や な 民族 で すね ぇ 、 ツ ハハ ハハ 。 

躍 配 で な ら な い 穴 の あい た お 恨 

宮崎 娘 こ れ (機関 室 上 部 の 小さ な 箱 状 の 物 2 個 ) 
は つい て る 奴 と な い 奴 が ある ん だ けど 、 い っ た い 
な ん な ん で すか ね 。 

富岡 信 ベ ンチ レー ター か な ん か で すか ね 、 人 過熱 す 

る か ら こ の あたり に つけ た ん で し ょ う 。 
宮崎 便 車 体 の 一 番 う し ろ に モー ター が 入っ て る わ 
け で し ょ 、 と ころ が この 天井 に 穴 が あい て る ん だ 
よね 。 僕 は 敵 弾 が 飛び 込ん を で きそう で 、 心 配 で し 
よう が な いん ス け ど …。 よ っ ぱ ぽ ど 熱 が 溜まる ん で 
し ょ よう ね 。 

ー 半 体 後部 の 傾斜 装甲 に 祥 を あけ る より 、 機 関 室 上 

面 に 祥 を あけ た ほう が いい で し ょ うに ね 。 

宮崎 信 で も あの エン ジン の 構造 か らい うと 、 こ の 

エン ジン の 排 熱 を ば あっ と 出し て 排気 管 も その 中 

に 入っ て て 、 モ ー タ ー の 排 熱 も 出る あっ て いう 、 彼 

ら の 考え と し て は 排気 を 全部 一 所 に まとめ た か 
(車体 後部 の 傾斜 装甲 に あみ けら れ て いる 排気 

グリ ル は ) 合理 的 だ っ て こと で し ょ う 。 

ーー し か し 、 そ れ だ っ た ら 、 後 部 装甲 板 を 垂直 に し て 

この グリ ル を 真 上 に 向け れ ば いい の に …。 

宮崎 多 秋 も そう 思っ た けれ ど 、 イ ヒヒ ッ 。 

富岡 欠 今 、 そ れ を 言わ れ て 思っ た けれ ども 、 エ レ 

ファ ント は 後ろ を 塞い じゃ っ て 、 そ の 排気 を 下 に 
出し て る わけ だ か ら 、 モ ー タ ー の ある お 尻 は 、 物 
凄く 熱く な っ た は ず で すね 。 
宮崎 急 エ レフ ァ ン ト の 排 吾 は ば うな っ て まし た っ 
け ?7 
富岡 書 車 体 後部 に 装甲 カバ ー を つけ て 後ろ に 出し 
て ます われ 。 
宮崎 人 エ ンジ ン は 戦闘 室 の 前 に 入っ て ます よね 。 
乗員 た ち は 熱かっ た で し ょ う ね ぇ 。 
富岡 吾 冬 は いい よね 。 
宮崎 多 夏 は …、 ワ ハハ ハッ 。 

で も これ 、 ド イツ 軍 っ て いう の は (戦車 は ) 砲 
弾 を いっ ぱい 持っ て 行か な くち ゃ いけ な いっ て い 
う 考 ぇ で こ ん な に デカ く な っ ちゃ っ た ん で すか ら 
ね 。 な ん で パン ター は あん な に 重い ん だ ? 35 ト 


ン く らい で 作れ ば ぎ い い の に つて 思う ん だ けど 。 
それ か ら 戦 車 っ て いう の は 、 結 局 この 車体 の 横 

腹 に 一 番 ( 英 弾 が ) 当たる で し ょ 。 

富岡 信 な に か の 戦車 の テス ト で 被弾 率 を 調べ た 

ら 、 こ こ (車体 正面 下部 ) に 一 番 当 た る っ て いう 

語 と が わか っ た ん で す よ わ ね 。 

ーー な ぜ そ こ な ん で し ょ う ね 。 砲塔 を 狙っ て それ た 

砲弾 が 下 に 当たる ん で し ょ うか ? それ と も 、 よ く 射 

撃 の 本 に 書い て ある よう に 、 狙 い は 低く し て お けっ て 

と と で し ょ うか 。 

宮崎 書 本 に は 、 砲 塔 は 狙う な っ て 書い て ある よね 。 

_ と 2 し < で し J9/ 

宮崎 欠 小 さい か ら で し ょ う ね 、 フ シシ シ 。 

富岡 便 砲 塔 を 狙い た く な っ ちゃ うみ た いで すね 。 

生き 物 み た い に 動く か ら 。 

ーー そう で すね 。 

富岡 書 や っ ぱり 、 そ うい う 技 術 報告 っ て の を 読む 

と 、 側 面 に あっ た ハッ チ っ て の は と て も 耐 弾 性 が 

低い ん だ っ て ね 。 

宮崎 人 急 ほ うっ 、 そ う で すか 。 

富岡 便 側 面 に つけ た も の は 、 被 弾 す る と その 衝撃 

で ボル ト が は ずれ て 車内 に バア ッ と 飛び 散る ん だ 

っ て 。 だ か ら 、 そ うい う も の は 天井 に つけ ろ っ て 

書い て あり ます ね 。 

宮崎 書 で も ドイ ツ っ て いう の は こう いう 小 改修 を 

小 ま め に し ます よね 。 な ん で ドイ ツ 軍 だ け ね ぇ …。 

まる で 後世 の 模型 マニ ア を 喜ば せる た めか ? … っ 

て くら い 熱 心 に や っ て ます よね 、 イ シシ シン シ 。 


三 式 中 戦車 を 見 て 
宮崎 信 し か し 、 ド イツ 戦車 の こん な 幅広 い キ ャ タ 
ピラ を 見 て る だ け で や ヤン な っ て くる ね … 

僕 は ね 、 以 前 、 さん と 土浦 の 自衛 隊 武 

器 学 校 に 戦車 を 見 に 行こ うっ て 言わ れ て 行っ た こ 
と が ある ん だ けど 、 Mo 
し た 。 そ の 情け な い 姿 に 

写真 で 見 る と けっ こ 5 こ 見 える ん だ け 
だ 、 実物 を 見 る と 駐 退 器 は むき 出し に な っ て る し 、 
あっ ちこ っ ち に (外部 視察 用 の ) スリ ッ ト が た く 
さん あい て いる けど 、 防弾 が ラス も 何 も ゃ 入っ て な 
いし ね 。 そ の 横 ( こ 米 軍 の 水陸 両用 戦車 が 置い て あ 
る ん だ けど 、 そ っ ちの ほう が 装甲 が 厚 そ うに 見 え 
る ん だ よね 。 近代 的 に 見 える わけ 。 

三 式 中 戦車 を 見 た と き 、「 絶 大 な 威力 の 九 〇 
野砲 を 搭載 し た …」 っ て 解説 を 読ん で 、 あ れ に 
「 絶 大 |」 と か 「 和 驚異 的 な ] と か いう 形容 詞 を つけ 
る の は 日 本 の 軍事 関係 者 だ け だ な っ て 思い まし た 
よ 、 ワ ハハ ハッ 。 形 容 詞 か ら 腐 る っ て こと が ある 
で し ょ 、「 な ん と か が 誇る …] と か ね 。 自 分 の レ 
べ ベル か らち ょ っ と 上 だ と 、 す ぐに 驚異 的 に な っ ち 
ゃ う 。 ウ シシ シッ 。 そう いう 慣用 句 を 使っ て ご ま 
か し て きた わけ で す よ 。 

あの 、 司馬 巡 太 郎 さ ん が ね 、 ル 式 中 戦車 の 
装甲 板 は 硬く て ヤス リ が か か ら な か っ た けど 、 三 
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「 テ ィ ー ガ ー 戦 車 に 人 気 が あ る っ て の は 、 
や っ ぱり 伝説 の せい だ と 思う ん で す 。 形 
に も 関係 ある と 思う けど 、 あ ー い う 形 を 
作り 上 げた ドイ ツ 人 の 思想 が ね … 要 する 
に … 戦 争 に 対す る 考え 方 を 表し て る ん だ 
と 思い ます ね 。 兵器 っ て の は 一 番 に リア 
リズ ム で 作る は ず な の に 、 や っ ぱり その 
民族 の 持っ て る 効 児 性 が 表れ る ん で す よ 」 


122 


英 


【 


式 の 装甲 板 に は ヤス リ が か 
か つっ た 。 つ まり 、 も う 日 
に は 装甲 鋼板 が な いん で 、 
普通 の 鉄 で で き て いた っ て 
書い て ます が …。 

富岡 午 あ れ を 読ん で ね 、 戦 
時 中 、 戦 車 の 装甲 板 を 研究 
* し て いた 人 の 怖 低 し て 、 九 
七 式 み た いな 薄い 装甲 の 場 
合 は 装甲 板 を 硬く 焼き 入れ 
する か ら ヤ スリ が か か ら な 
いん で あっ て 、 三 式 み た い 
に 装甲 が 厚い 場合 に は 、 砲 
弾 が 命中 し た 時 の 衝撃 を 吸 
収 す る た め に ある 程度 軟質 
に し て あっ て 、 そ の ほう が 曽 弾 能 力 が 増す ん だ と 
いう 反論 を 戦車 雑誌 に 載せ て まし た ね 。 

ーー ドイ ツ 軍 の 由 号 戦車 みた い に 装甲 の 薄い 戦車 の 装 
甲板 は 表面 に 焼き ぎれ が し て ある 硬い 「 表 面 硬化 装甲 
板 」 だ っ た そう で す が 、 ず っ と 厚い ティ ー ガ ー の 装甲 
板 は 、 衝 撃 を 吸収 する た め に 表面 を 焼き 入れ し な い 
『 均 質 圧延 装甲 板 ] だ っ た らし いで すね 。 

富岡 午 と ころ が ね 、 戦 時 中 、 九 州 か どっ か で 戦車 
を 作っ て いた 人 が いて 、 そ の 記事 を 読ん で 丁寧 な 
手紙 が その 雑誌 の 編集 部 に 来 た を うな ん で す 。 そ 
れ を 読む と 、 戦 争 の 末期 に は 装甲 鋼板 が な か っ た 
ん で 、 三 式 中 戦車 は や っ ぱり 普通 の 鉄 で 作っ て た 
そう で す よ 。 あ っ は は は ! 
宮崎 介 ワ ッ ハ ハハ ! し か し 、 そ ん な 戦車 に 乗っ 
て 戦わ な を きゃ な ら な いな ん て 、 た まっ た も ん じゃ 
な いね …。 
ーー ティ ー ガ ーー 戦 車 に は いろ いろ 欠点 は あっ た に せ 
よ 、 や っ ぱり 乗っ て いた 連中 は みん な あの 装甲 防御 力 
は ほめ て いま す よ ね 。 
宮崎 女 一 度 、 あ の 装甲 の お か げ で 命拾い し た 人 は 
そう 思う で し ょ うわ ね 。 

まぁ 、 日 本 人 は 戦争 に は 向 か な いっ て こと で す 
よ 。 向 か な い ほ うがい いん だ けれ ど …。 い ろ い ろ 
な こと を 知れ ば そう 思い ます 。 職業 軍人 に は 向 か 
な いん で す よ 。 す ぐに 小 役人 の 巣 に な っ ちゃ うん 
で 

韓国 の 朴 大 統領 っ て いう 人 が いた で し ょ 。 僕 の 
知り 合い に 、 あ の 人 と 陸軍 士官 学校 で 同期 だ っ た 
っ て いう 絵の具 屋 の お じ さ ん が いて 、 そ の 人 は 少 
尉 で 戦争 終わ っ て る ん で すけ ど 、 そ の 人 に ね 、 当 
時 の 装備 を 聞い た ん で す よ 。 も う 戦 争 の 末期 で す 
よね 。 す る と 、 よ ぐ 間 いて くれ だ っ て いう 9 感じ で 
嬉し そう に 話し て くれ た ん で す よ 。 九 九 式 小銃 で 
各部 隊 1 反 ず つ 九 六 式 軽 機関 銃 を 持っ て て 、 抑 弾 
筒 を バア ーッ と 撃ち 込ん で ね 、 撃 ち 込み な が ら 走 
っ て 行っ て 、 そ の 爆 煙 が 晴れ た 瞬間 に 敵 の 暫 壊 に 
飛び 込む ん だ っ て 。 こ うす れ ば 勝て る ん だ っ て 。 
ご りや ダメ だ な と 思っ た よ 、 
秀才 を 集め た 陸軍 士官 学校 の 一 線 の バリ バリ の 
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言う こと が 、 こ れ じ ゃ ダメ で よ よ に 。、 そ ん な る も / 
つた ん ス よ ね 、 テ アベ ペソ 。 


内 戦 で 叶っ た ティ ー ガ ー? し 
ーー 旧 ソ 連 の ナ ボ ル ノ ・ カ ラバ フ の 内 戦 に 、 テ ィ ー ガ 
一 戦車 が 使わ れ て いる と いう 話 を 、 大 塚 康 生 さ ん か ら 
聞い た ん で す が 、 こ れ は どん な も の で し ょ う ね ? 
宮崎 委 大 塚 さ ん の ガセ ネタ じゃ な い の ? 
動か せっ こない で す よ 。 

富岡 争 (ティ ー ガ ー は ) ドイ ツ 人 が あれ だ け 昔 光 
し て 動か し て いた ん だ か ら ね ぇ 。 今 の ロシア に ば 
T55 で も な ん で も ゴロ ゴロ ある の に 。 

宮崎 書 だ っ て 、 変 速 機 を どう すん の 、 と か ね 。 絶 
対 に 無理 で す よ 。 だ か ら 、 も し いた と すれ ば 、 映 
画 の 撮影 に 使っ た や つ で す よ 

ーー T55 を 改造 し た …。 

宮崎 仁 だ か ら 足 回 り を 見 れ ば わか る と 思う ん で す 
け j ね 。 

ー 一 大 塚 さ ん も アメ リカ 人 の 友人 が テレ ビニ ュー ス で 
見 た と いう 話 を 聞い た だ け だ そう で すか ら …。 


イシ ジ 


ジ ツ 1 


宮崎 書い や あ 、 こ れ ば っ か り は わか ら な いで すね 、 


フシ シシ ッ 。 

ーー 撮影 用 の ティ ー ガ ー も 結構 よく で き て まし た か ら 
ね 。「 ヨ ー ロ ッ パ の 解放 』 に 出 て 来 た テ ィ ー ガ ー な ん 
て 、 見 た の が 小学 生 の ころ だ っ た か ら 本 物 か と 思い ま 
し た 。 転 輪 が 複合 に な っ て る の も あっ た り し て 。 
宮崎 書 僕 な ん か あれ を 見 て も 欲求 不満 で ね 。 培う 
な ぁ 、 な ん で 停 まっ た 時 に あん な に 揺れ る ん だ っ 
て ね 。 あ の 四角 い の は IV 号 戦車 の つも りか な ぁ ? 
う で 《 罰 、 ヲ リル ソソ ツ ツ い )。 

ーー 一 僕ら に も 、 最近 は 映画 な ど を そう いう ふう に 見 て 
し まう 傾向 が あり ます ね 。 し か し 、 砂 な 知識 を し ょ い 
こん で し まっ た ば か り に 、 そ うい う 見 方 し か で き な く 
な っ て し まう と いう の は 、 実 に 不幸 で すね 。 

宮崎 書 昔 の ロシア 映画 で 「 稚 い の 休 暇 ] っ て いう 
の が あっ た ん だ けど 、 あ れ も 冒 頭 で 主人 公 が 対戦 
車 銃 で ディー ガー を 2 両 や っ つけ ちゃ っ た り し て 
…。 い やあ 、 あ れ は 1 号 戦 車 の 間違い な ん じゃ な 
いか と 思っ た り し て ね 、 ウ シン シシ シッ ! いい 映 
画 な ん で すけ ど ね ぇ 、 そ こん と こ だ け が 気に入ら 
疲 (0 ん ぐす まね 。 ワ ッ ル クツ ハハ | 

ーー … 不 幸 で すね ぇ 。 


1992 年 11 月 28 日 、 東京 ・ 吉 祥 寺 、 二 馬 力 に て 。 


《 初 出 》 月 刊 モ デル グラ フィ ックス 1993 年 2 月 号 
O 取 材 ・ 構 成 : 梅本 弘 、 外 そ 月 緑 


"英国 の 模型 メー カー か ら ぐ ”" 

⑥ ガ レー ジ キ ッ ト (ポリ エス テル 樹脂 
を ゴム 型 に 注入 し て 作る 模型 ) と 呼ば 
れる 、 少 量 生産 の 模型 専門 メー カー、 
アキ ュ リ ッ ト ア ー マ ー 社 が 、 偶 然 に も 
[ 豚 の 虎 】 が 発表 され た の と 同時 に ポ 
ル シ ェ ティ ー ガ ー の 模型 を 発売 し た 。 
また 、 そ の 後 イ タリ ア の 模型 メー カー 
の イタ レ リ 社 は 、 プ ラス ティ ッ ク モ デ 
ル と し て 同 車 を 発売 し て いる 。 


“ボル シェ ティ ー ガ ー" 

⑥ 〇 ゆく ゆく 出現 が 予想 され る 米 ソ の 重 
戦車 に 対抗 すべ く 、 ド イツ の 陸軍 兵器 
局 が 出し た 45 ト ン 級 戦車 の 開発 命令 に 
対し て 、 ポ ル シ ェ 社 が 試作 し た 重 戦 車 
で 1942 年 7 月 に 10 両 が 完成 。 正式 名 称 
は ティ ー ガ ー (P) 、VK4501 (P)。 ポ ル 
ツェ 博士 お 得 草 の 、 ガ ソリ ン エ ンジ ンー 
で 発電 一 モー ター 駆動 と いう シス テム 
が 導入 され た 。 重量 は 57 ト ン と な り 、 
試験 走行 を 繰り 返し た が 芳しい 結果 が 
出 ず 量産 に は 至ら な か っ た 。 

し か し 、 ヒ ッ ト ラ ー と ポル シェ と の 奇 
紗 な 信頼 関係 か ら 、 正 式 採用 以前 に 90 
両 分 も の 車体 は 製造 され て し まっ て い 
2 


驚い た こと に 、 ド イツ の 戦車 資料 集 


[ 重 駆逐 戦車 」( 大 日 本 絵画 刊 ) に よる 
と 、 そ れ ま で 訓練 用 に の み 使用 され て 
いた と 思わ れ て いた ポル シェ ティ ー ガ 
ー が 、 実戦 に 使用 され て いた こと が 判 
明 。 模型 の 発売 に 続き 、 宮 崎 氏 の 妄想 
が 現実 を 呼び 寄せ た か の よう な 現象 で 
あっ た 。 


ティ ー ガ ー (P) 重 戦車 (写真 提供 : デ ル タ 出 版 ) 


“小林 源 文 さん " 

戦記 劇画 家 。 そ の 独特 の ペン タッ チ 
と 、 リ アル か つ マ ニア ッ ク な 戦闘 描写 
が 人 気 を 博 し て いる 。 主 な 著作 は 「 装 
甲 逝 弾 兵 ] 、「 鋼 鉄 の 死神 】 、「 炎 の 騎 
士 」 、「 ハ ッ ピ ー タ イガ ー」 、「 東 亜 総 
統 特務 隊 ] (いずれ も 大 日 本 絵画 刊 ) 
等 。 


"ペー ジ は どん どん な く な っ て ~”" 

O「 雑 想 ノ ー ト ] の 初版 本 (現在 絶版) 
の 刊行 時 に 描き 下ろ され た 「『 豚 の 虎 」 
は 、 当初 10 ペー ジ の 予定 で 進行 し て 
いた が 、 と て も 収まり きら な いと いう 
こと で 、 途 中 で 12 ペ ー ジ に 増やさ れ た 。 


し か し それ で も ペー ジ は 足り な か っ た 。 


(エレ ファ ンド" 

〇 ポル シェ ティ ー ガ ー の 余っ た 車体 を 
利用 し て 製造 され た 重 駆逐 戦車 。 機 動 
力 に 問題 が 残っ た も の の 、 重 装甲 と 高 
性 能 の 主砲 に よっ て 絶大 な 戦果 を 上 げ 
て いる 。 初期 は ポル シェ 博士 の 姓 “ フ 
ェ ア デ ィ ナ ント " と 命名 され て いた 。 


*VK30… 

〇 ドイ ツ 陸 軍兵 器 局 が 発注 し た 301 級 
戦車 の 設計 コン ペ に 、 ポ ル シ ェ 社 が 参 
加 し て 開発 し た 最初 の 試作 戦車 。 電気 
駆動 式 で 、 制 式 名 称 は VK3001 (P) 。 


"ヘンシェル" 

〇 ポル シェ 社 と 競作 し 、 テ ィ ー ガ ー 戦 
車 の 量産 権 を 得 た 製造 会 社 。 当 初 は ポ 
ル シ ェ に 肩入れ する ヒッ トラ ー の 意向 
で ポル シェ 型 が 採用 され る 公算 が 強 か 
っ た が 、 比 較 試 験 で ヘン シェ ル 型 の 性 
能 が 勝っ て いる こと が 判明 し た の で あ 
る 。 写真 は ヘン シェ ル 型 の ティ ー ガ ー 
| 型 重 戦車 。 駆動 方 法 は 通常 の ガ ソ リ 
ン エ ンジ ン 式 。 重 産 型 と は いえ 、 重 量 
57 ト ン の 巨体 を 動か す の に は 無理 が あ 
り 、 保 守 整 備 に 大 き な 労力 を さく 必要 
が あっ た 。 だ が 、 そ の 防御 力 と 主砲 の 
威力 は それ を 補う の に 十分 だ っ た 。 


ティ ー ガ ー | 型 重 戦車 (ヘン シェ ル 型 ) 


[パン ツァ ー ズ ・ イ ン ・ ノ ソル マン ディ 」" 
〇 ノル マン ディ 上 陸 作 戦 を 、 ド イツ 軍 


側 (と くに 戦車 部 隊 ) か ら の 戦い に 焦 
点 を 絞り 、 戦 車 連隊 ご と に 多数 の 写真 、 
図版 、 地 図 を 駆使 し て 克明 に 詳 述 し た 
記録 集 (大 日 本 絵画 刊 )。 


1*9.| 
“日 本 人 は も ちろ ん ぐ ”" 
〇 1943 年 (昭和 18 年 ) 、 日 本 陸軍 は ( 無 


の 注釈 や 


| 
| 
| 
| 
] 


謀 に も ) ティ ー ガ ー 戦 事 を ライ セン スズ 
生産 する 計画 を 立て て いた 。 ド イツ 側 
は 日 本 の 提案 を 受諾 し 、1 台 の ティ ー ガ 
一 戦車 が 日 本 向け に 準備 され た 。 日 本 
は 645.000 ラ イヒ スマ ルク を ドイ ツ に 
支払 っ た が 、 戦 局 が 混乱 し た 時 期 で も 
あり 、 結 局 は 日 本 に 送ら れず に 終わ っ た 。 


2CVY 

〇 宮崎 氏 の 愛車 、 シ トロ エン 2 CV の 
こと 。1967 年 に 氏 が 最初 に 購入 し た 車 
で 、 そ の 後 も 3 台 乗 り 継ぎ 、1993 年 頃 
まで 愛用 し て いた 。 写真 は 初代 の 2 C 
V (1954 年 式 ) 。「 ル パン 三世 カリ オス 
トロ の 城 ] で クラ リス 姫 が 乗っ て いた 
の は この 形式 で ある 。 


シト ロエン 2 C V (写真 提供 : 大 塚 康生 ) 


"1 号 戦車 " 

〇 第 1 次 大 戦後 、 ヴ ェ ル サイ ユ 条 約 で 
装甲 戦闘 車両 の 保有 を 制限 され た ドイ 
ツ が 、1934 年 に 条約 の 制限 事項 を ぬ 
っ て 農業 用 トラ クタ ー と 称し て 製造 し 
た 最初 の 戦車 。 車 重 は わずか 5.4 トン 
で 、 機 関 銃 2 丁 を 装備 し て いた 。 ス ペ 
イン 内 乱 が 初陣 と な っ た が 、 フ ラン ス 
戦 を 最後 に 第 一 線 か ら 退 いた 。 


“あん まり 期間 が な いで し ょ " 
〇 ドイ ツ は 、 | 号 戦車 の 開発 が 始ま っ 


た 1933 年 か ら わ ず か 9 年 で 、 重 量 が 約 
10 倍 も ある ポル シェ ティ ー ガ ー を 開発 
し て いる 。 そ の 異常 と も 言え る パワ ー 
の 原動力 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 の 大 国 、 特 
に ロシア を 敵 に まわ し た ドイ ツ の 圧迫 
感 や 恐怖 心 で や っ た の だ ろう 。 


“ 終 め の 一 枚 装甲 に て " 

〇 戦車 は 普通 、 エ ンジ ン か ら の 動力 を 
車体 の 最前 部 に ある 変速 機 と 最終 減速 
機 に 伝え て 駆動 する た め 、 車 体 前 部 の 
形状 が 制約 を 受け る 。 だ が ポル シェ テ 


ィ ー ガ ー は 後 輪 駆動 で 、 し か も 変速 機 
を 用 いな い 電 気 駆動 玲 で ある の で 、 変 
速 機 や 最終 減速 機 等 の スペ ー ス を 考慮 
に 入れ る 必要 が な いた め 、 複 雑 な 面 構 
成 を と ら ず に 一 枚 の 装甲 で 構成 し た ほ 
う が 合 理 的 で は な いか と いう 意見 。 
その 後に 開発 され た パン ター、 テ ィ ー 
ガーII 型 は 、 前 輸 駆 動 で あり な が ら 前 
面 装甲 は 一 枚 板 で 構成 され て いる 。 


"クル ッ プ " 

〇 ドイ ツ で 400 年 の 歴史 を 持つ 兵器 メ 
ー カ ー。 高 い 鋳鋼 技術 に より 非常 に 優 
秀 な 兵器 を 開発 し 、 ド イツ 帝国 を 軍事 
強国 に の し 上 げた 。 ま た その 力 は ヒッ 
トラ ー の 壮大 な 野望 を も 拡大 させ た の 
で ある 。 


“突撃 銃 " 

〇 ドイ ツ 軍 が 開発 し た 新型 火器 。 MP 
43、MP44 等 の 形式 が あっ た 。MP と は 
マシ ー ネ ン ・ ピ スト ー レ (機関 短銃) 
の 略 だ が 、 戦 争 末期 に は Stg (シュ トル 
ム ・ ゲ ベー ルー 突撃 銃 の 意 ) 44 と 改称 
され た 。 従来 の 拳銃 弾 を 使用 し た 機関 
短銃 と 異な り 、 機 関 銃弾 を 短く し た 特 
殊 な 弾丸 を 連射 する も の で 、 単発 式 小 
銃 や 機関 短銃 や 軽 機関 銃 に と っ て か わ 
る 新 世 代 の 火器 で あっ た 。 戦後 、 ン 連 
が 開発 し て 全 世 界 に 広まっ た AK47 シ 
リー ズ の 元祖 と な っ た 。 

第 2 次 大 戦 末 期 、 ド イツ 軍 は 新型 の 
パン ター 戦車 の 前 方 機銃 を 従来 の 
MG34 機 銃 か ら MP44 突 撃 銃 に 変換 す 
る 予定 だ っ た 。 また 、 こ の 銃 に 曲射 銃身 
(カー ブ を つけ た 銃身 で 弾道 を 90 度 変 
える こと が で きる 、 ま る で マン ガ の 小道 
具 の よう な 代物 ) を つけ て 駆逐 戦車 の 
戦闘 室 上 面 に 配置 し 、 前 方 機銃 の 代用 
に する と いう 珍奇 な 計画 も 立て られ た 。 


MP44 突 撃 銃 (手前 ) と MG34 機 関 銃 


*16. 

“確か 1/2 の 手間 で ~" 

〇 ヘン シェ ル 社 の ティ ー ガ ー 戦 車 の サ 
双 ペ ジン ショ ン は 、 ト ーション パー ニー とい 
う 棒 バ ネ を 車台 に 通し て 作用 させ る た 
め 、6 セン チ も ある 車台 側面 に 転 輪 の 数 
だ け 穴 を 開け る 作業 が 必要 で あっ た 。 
それ に 比べ て ポル シェ 式 の サス ペン シ 
ョ ン は 、 転 輪 2 個 と 棒 バ ネ を 一 組 に し 
た ユニ ッ ト を 車台 側面 に ネジ 止め する 
だ け で 済ん だ 。 作 業 時 間 は ヘン シェ ル 
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式 が 1 台 360 時 間 か か る と ころ を 、 ポ 
ル シ ェ 式 で は 140 時 間 で 済ん だ と いう 。 


“ヘン シェ ル の 転 輸 " 

〇 ヘン シェ ル 型 の ティ ー ガ ー の 足 回 り 
は 、 そ の 大 重量 を 支え る た め に 転 輪 が 
重なり 合う よう に 配置 され た 複合 式 転 
輪 。 例 えば 、 地 雷 な ど を 踏ん で 一 番 奥 
の 転 輸 が 損傷 し た 場合 、 そ れ を 交換 す 
る に は 、 ま ず そ の 両隣 の 転 輸 か ら は ず 
さ な け れ ば な ら な い の で ある 。 


"ヤー クト ティ ー ガ ー" 

〇 ティー ガーIl 型 の 車体 に 12.8 セ ンチ 
砲 を 搭載 し た 重 駆逐 戦車 。 そ の 前 面 装 
用 は 25 セ ンチ に 達し 、 デ ー タ 上 で は 第 
2 次 大 戦 で 実戦 に 投入 され た 中 で 一 番 
強力 な 戦車 と いえ る 。 機動 性 を 犠牲 に 
し て まで 、 よ り 厚 い 装甲 、 よ り 強 力 な 
主砲 を 備え た その 姿 は 、 米 ソ と の “ 銅 
鉄 の バラ ンス ゲー ム " に 漂 か れ た ドイ 
ツ の 狂気 を 感じ させ る 。77 両生 産 さ 
れ た うち 、10 両 に ポル シェ 式 サ スペ ン 
ショ ン が 実験 的 に 装着 され た 。 


咽 
占 


駆逐 戦車 ヤー クト ティ ー ガ ー 


CKVI" 

⑥ ロ シア は 1939 年 、 す で に 47 ト ン の 重 
戦車 KV 1 を 開発 し て いた 。76.2 ミ リ 
砲 を 装備 し 、 生 産 が 安易 で し か も 頑丈 
な 戦車 で あっ た 。 ド イツ は 1941 年 に ロ 
シア と 開戦 し て この 戦車 と 衝突 、 そ の 
強力 さ に ショ ッ ク を 受け 、 既 存 の 兵器 
概念 を 越え て 急速 に 重 戦車 開発 を 推進 
する に も に よる 。 ティ ー カ ガー と 問 じ ト 
ーション バー 式 サ スペ ンション の 足 回 
り だ が 、 複 合 式 を と ら ず に その 重量 を 
支え て いる 。 


K V 1 重 戦車 


*M4 シ ャ ー マ ン " 
〇 アメ リカ 軍 を は じ め 、 広 く 連合 国軍 
に 供給 され た 主力 戦車 。 第 2 次 大 戦 の 
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連合 国軍 の 物量 作戦 の 象徴 と も いえ 


る 。 一 対 一 の 対決 で は パン ター や ティ 
ー ガ ー に 劣る 性 能 だ っ た た め 、 数 に 物 
を いわ せ て 戦っ た 。 そ の 分 、 数 を 作れ 
な い ド イツ は その 狂信 的 と も いえ る 技 
術 主義 に 走っ て 行く の で ある 。 


本 oo 


M 4 シャ ー マ ン 中 戦車 (中 央 ) 


"パン ツァ ー・ マ イヤ ー"” 

〇 武装 親衛 隊員 、 ク アト ・ マ イヤ ー。 
SS 第 1 戦車 師団 「 ラ イプ シュ タン ダ 
ル テ アド ルフ ビッ トラ ー』 SS 第 12 
戦車 師団 「 ヒ ッ ト ラ ー・ ユ ー ゲ ント 』 
な どの エリ ー ト 戦闘 集団 の 指揮 官 と し 
て 東部 戦線 、 そ し て ノル マン ディ の 激 
戦 を 戦い 抜き 、“" パ ン ツ ァ ー (戦車 の 
意 ) マイ ヤー" の 愛称 で 部 下 か ら 敬 愛 
され た 。 著書 に 「 搬 弾 兵 [パンツァー 
マイ ヤー 戦記 ]」 (フジ 出版 刊 ) が ある 。 


“ルー デル " 

〇 ハン ス ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ ル ー デ ル 。 . ド 
イツ 空軍 の 急降下 爆撃 機 Ju87 (シュ ト 
ゥ ー カ ) を 駆り 、 東 部 戦線 で 2500 回 
以上 の 出撃 記録 を 持つ 。 戦車 撃破 数 は 
500 両 以上 を 数 え 、30 回 も 撃墜 され る 
が 生還 し た と いう 不死 身 の パ イロ ッ 
ト 。 そ ん な 彼 の 偉業 に 対し 、「 偉 大 な エ 
ー ス が 死に 急ぐ こと は な か ろう ] と 、 
戦争 未 期 に ビ ヒットラー は 飛行 停止 命令 
を 出し た が 、 そ れ を 断っ て 再び 空 に 戻 
っ た 猛者 で あっ た 。 


“「 鉄 の 西 」 の 著者 " 

〇 書名 は 「 鉄 の 檜 [U り ボー ト 死 聞 の 記 
録 ]] (フジ 出版 刊 ) で 、 著 者 は H・ ヴ ェ 
ルナ ー。 そ の 内 容 は 、 海 の 狼 と し て 連 
合 国 艦 船 を 起 え 上 が ら せ た ドイ ツ 海 軍 
の 潜水 艦 ・ り ボー ト の 栄光 と 悲惨 な 記 
録 で ある 。 最盛 期 に は 843 隻 が 活動 し 
て いた が 、779 隻 が 撃沈 され 乗員 の 75 
パー セン ト が 戦死 し た と いわ れる 。 ド 
イツ の 海 の 男 た ち に と っ て 、U ボ ー ト 
は 正 に 「『 鉄 の 』 だ っ た の で ある 。 そ 
の 不屈 の 闘志 は 、 何 処 か ら 湧 いて 出る 
の で あろ うか …。 


“ 「 空 対空 爆撃 戦隊 ] <”" 

〇 ドイ ツ 空 軍 の 戦闘 機 エ ー ス 、 ハ イン 
ツ ・ ク ノー ケ が 記し た 、 連 合 軍 爆撃 隊 
に 対す る 迎撃 作戦 の 全貌 (大 日 本 絵画 


の 注釈 


刊 ) 。 数 度 に わた る 撃 奏 と 負傷 に もめ 


げ ず 、 敗 戦 の 日 まで 果敢 に 戦い 続け た 。 
その 思想 は 、 共 産 主 義 を 激しく 憎み 、 
アジ ア か ら の 遊牧 民 の 侵入 か ら ド イツ 
だ けが 生き 延び る た め だ け で は な く 、 
西欧 全土 を 守る た め に 戦う と いう 、 ド 
イツ 民族 の 血統 を 正当 に 継承 し た か の 
よう な 、 驚 く ほ ど に 実直 な も の だ っ た 。 


"キング タイ ガー~^”" 
〇 ティ ー ガ ー | 型 重 戦車 の 後継 車両 と 
し て 開発 され た 重 戦車 。 重 量 は 68 ト ン 
に 達し た 。 制式 名 称 は ティ ー ガ ー|I 型 
だ が 、 そ の 強力 さと スマ ー ト な 外形 か 
ら 連 合 軍 将 兵 か ら は キン グ タ イガ ー と 
呼称 され た 。 デ ザイ ン 的 に は ティ ー ガ 
ー の 後継 型 と いう より 、 パ ンタ ー の 拡 
大 版 と いっ た 感 が 強い 。 最 終 的 に 489 
両 し か 生産 され ず 、 戦 局 の 挽回 に は 頁 
献 し な か っ た 。 宮崎 氏 は 、 わ ざわ さ ざ H 
型 を 苦労 し て 作る より 、 パ ンタ ー や テ 
ィ ー ガ ー | 型 を 増産 し た ほう が 良かっ 
た の で は ? と の 疑問 を 呈し て いる 。 
車体 の 製造 は ヘン シェ ル 社 が 行っ た 
が 、 こ ここ で また し て も ポル シン ェ 位 上 が 
登場 する 。 砲 塔 は 同時 期 に 進行 し て い 
な が ら 開 発 が 遅れ て いた ポル シェ 社 の 
ティ ー ガ ー 後 継 型 (VK4502) 用 に 作ら 
れ た も の 50 基 が 流用 され た 。 だ が その 
砲塔 前 面 は “芸術 的 " な 曲面 形状 だ っ 
た た め 、 敵 弾 が 当たっ た 時 に 下 に すべ 
っ て 装甲 の 薄い 車体 上 面 を 貫通 する こ 
と が 判明 。 結 局 、 そ の 後 の 車両 で は 砲 
塔 前 面 を 一 枚 装甲 で 構成 し た ヘン シェ 
ル 型 の 砲塔 に 交換 され て し まっ た 。 


ティ ー ガ ー | 型 重 戦車 (ヘン シェ ル 型 ) 


“ポル シェ は ~ ぐ ”" 

〇 ヒッ トラ ー の 唯一 の 功績 と いえ る 国 
民 車 、 フ ォ ル クス ワー ゲン の 開発 は ポ 
ル シ ェ 博士 が 行っ た 。 そ れ は 当時 の ド 
イツ 国民 だ け に と ど ま ら ず 、 現在 で も 
世界 中 の 人 々 に 愛さ れ て いる 。 し か し 、 
戦争 で 切羽 詰まっ た 状況 に も か か わら 
ず ヒ ッ ト ラ ー は ポル シェ に 好き 勝手 な 
研究 を 認め 続け 、 し まい に は マウ ス と 
いう 鉄 の 化け 物 を 作る に 至っ た 。 重量 
は 188 ト ン 、12.8 セ ンチ と 7.5 セ ンチ 砲 
を 載せ 、 相 変わ ら ず 駆動 方 式 は 電動 式 
を 採用 し て いた 。 ヒ ッ ト ラ ー と ポル シ 
ェ は 、 全 て の 敵 弾 を は じき 返し な が ら 
進む 無敵 の 超重 戦車 を 夢見 た の だ ろう 
か …。 科学 技術 が 結ん だ 二 人 の 関係 と 


いう の は まっ た く 計 り 知れ な い 。 2 月 
の 試作 車 が 作ら れ た だ け で 終わ っ た 。 


試作 超重 戦車 マウ ス 


“メッ サー シュ ミッ ト ~。”" 

〇 ヴィ リ ・ メ ッ サ ーシュ ミッ ト 。 199 
年 生ま れ 。 ツ ェ ッ ペリ ン 飛 行 船 を 見 て 
空 へ の 道 を 志 し 、15 歳 で グラ イダ ー を 
設計 、 操 疑 し た と いう 。 ドイ ツ 空 軍 を 
代表 する 傑作 戦闘 機 、Me109 や 、 世 界 
初 の ジェ ッ ト 戦 闘 機 Me262 な ど を 生み 
出し た 技術 者 。 卓 越し た 設計 能力 を も 
っ て いた が 、 そ の 性 能 追求 の た め に は 
テス ト パ イ ロ ッ ト が 命 を 落と すこ と も 
いと わな いと いっ た 性 格 だ っ た よう 
だ 。 メ ッ サ ーシュ ミッ ト に 限ら 5 ず 、 
時 の ドイ ツ の 航空 機 界 に は 飛行 機 オタ 
ク 的 な 技術 者 が 多く 、 戦 争 に 乗じ て 奇 
抜 な 研究 を 進め て いた 。 だ が 、 そ の 中 
の 革新 的 な アイ ディ ア が 、 戦 後 の 航 空 
機 界 の 飛躍 的 な 進歩 に 大 きく 貢献 し て 
いる の も 事実 で ある 。 


"車体 後部 の こ " 

ぐ ⑥ ぐ ポル シェ ティ ー ガ ー が 後方 か 攻撃 
を 受け た 際 、 傾 斜 部 に 被弾 し や すく 、 
さら に そこ に 放熱 用 の スリ ッ ト が 開い 
て いる の で より 被害 が 大 きく な る 。 厚 
い 後 部 装甲 板 に 苦労 し て 穴 を 開け る よ 
り 、 薄 く て し か も 被弾 率 の 低い 機関 室 
上 部 に 放熱 スリ ッ ト を 設け た ほう が 簡 
単 で いい の に … と いう 意味 。 


“エレ ファ ント の 排 熟 こ " 

ポル シェ ティ ー ガ ー の 車体 を 改造 し 
て 製造 され た エレ ファ ント で は 、 発 電 
用 エン ジン は 車体 前 部 に 移動 され た の 
で 排 熱 グ リル は 前 部 上 面 に 設け られ 
た 。 後 部 に ある 駆動 モー ター の 排 熱 は 
車体 後面 か ら 行 っ た が 、 ス リッ ト を 開 
けず 写真 の よう に 開口 部 を 装甲 カバ ー 
で 覆っ て 処理 し て いる 。 前 線 か ら の 報 
告 で は 、 上 面 の 排 難 グ リル は 上 方 か ら 


下 側 か ら 見 た エレ ファ ント の 排 熱 カバ ー 


の 敵 弾 の 被害 を 受け や すく 、 ま た 雨水 
の 侵入 に よっ て 発電 機 が ショ ー ト 、 秋 
上 する こと も あっ た 。 発電 用 エン ジン 
と 駆動 モー ター に は さま れ た 車内 の 温 
度 は か な り 上 昇 し た と いう 。 


パン ター" 

@1941 年 に 始ま っ た ロシア 侵攻 で 、 ド 
イツ 軍 戦 車 は T34 戦 車 に 苦戦 を 強い ら 
れ た 。 そ こ で 捕獲 し た T34 を 徹底 的 に 
研究 し 、 そ れ に 対抗 し うる 新型 戦車 パ 
ンタ ー を 開発 し た 。 そ の た め 、 車 体 の 
デザ イン は T34 の 影響 を 受け 、 そ れ ま 
で の ドイ ツ 戦 車 の 多面 構成 か ら 大 きく 
変化 し 、 装 甲板 を 傾斜 し て 組み 合わ せ 
る 方 式 が 採ら れ た 。 機 動力 、 防 御 力 、 
攻撃 力 の バラ ンス の と れ た ドイ ツ 軍 最 
良 の 戦車 と 言わ れ て いる 。 7.5 セ ンチ 砲 
装備 、 重 量 は 43 ト ン 。 
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パン ター 中 戦車 


"大 塚 康生 さん " 

〇 宮崎 氏 の 先輩 に あたる アニ メー ター 
で 、 共 に 数 々 の アニ メ 制 作 に 参加 。 
[ルパン 三世 の 最初 の テレ ビシ リー 
ズ の 作画 監督 を 務め 、 ル パン の イメ ー 
ジ を 定着 させ た 。 写真 は ルパン 制作 当 
時 の 大 塚 氏 の 愛車 フィ アッ ト 500 で 、 
これ が アニ メ に 登場 し て 好評 を 博 し 
た 。 隣 の シト ロエン は 前 出 の 宮崎 氏 の 
愛車 。「 カ リオ スト ロ の 城 」 で は 両 車 
が チェ イス を 繰り 広げ た 。 ま た 、 大 塚 


氏 は 模型 と 軍用 車両 の 研究 家 と し て も 
世界 的 に 有名 。「 雑 想 ノ ー ト 』 連載 の 
仕掛 け 人 で も ある 


大 塚 康 生 氏 の フィ アッ ト 500 
(写真 提供 : 大 塚 康生 ) 


⑥ ア ニ メ 制 作 会 社 、 東 映 動画 の 同僚 だ 
っ た 大 塚 氏 と 宮崎 氏 は 、1964 年 12 月 30 
日 に 土浦 の 自衛 隊 武 器 学 校 を 訪問 、 
数 々 の 兵器 を 見 学 し た 。 そ こ に は 国産 
第 1 号 の 八 九 式 戦車 と 、 戦 争 末期 に 作 
られ た 三 式 中 戦車 が 展示 し て ある 。 


- 日 本 陸軍 は 、 当 時 の 戦車 の 世界 的 な 


水準 で ある 75 ミ リ 砲 装備 の 戦車 を 、 昭 
和 19 年 に な っ て や っ と 量産 に こぎ つけ 
た 。 し か も その 主砲 は 戦車 砲 と し て 開 
発し た も の で は な く 、 野 砲 を 改造 し た 
も の だ っ た 。 実用 性 に と ぼ し く 、 内 地 
に 少数 が 配備 され た 時 点 で 敗戦 と な っ 
た 。 写真 に 映っ て いる の は 若 か り し 日 
の 宮崎 氏 。 


式 中 戦車 (写真 提供 : 大 塚 康生 ) 
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" 駐 退 器 は むき 出し >" 

〇 大 砲 か ら 砲 弾 を 発射 する 際 、 相 当 な 
衝撃 と 反動 が だ 生じ る の で 、 そ れ を 相殺 
する た め に 砲身 を 後 座 さ せる 。 駐 退 器 
と は 、 後 座 し た 砲身 を 油圧 で 元 に 戻す 
働き を する 装置 を 指す 。 第 2 次 大 戦 の 
後期 に お ける 世界 の 戦車 砲 は 、 駐 退 器 
を 全て 砲塔 内 部 に 収納 し て いる が 、 三 
式 中 戦車 の 主砲 は 九 〇 式 野砲 を 転用 す 
る と いう その 場 し の ぎの 計画 の た め 、 
砲身 の 下部 に 駐 退 器 が 残っ て し まっ て 
いる 。 そ の 点 か ら も 日 本 陸軍 の 無 計画 
ぶり を 拓 間 見 る こと が で きる 


" 米 軍 の 水陸 両用 戦車 " 

〇 武器 学校 に 展示 中 の 米 軍 の 水陸 両用 
戦車 LVT (A) 4。 第 2 次 大 戦中 、 ヨ ー 
ロッ パ や 太平 洋 諸島 で 展開 され た 上 陸 
作戦 に 必ず この 手 の 車 両 が 登場 する 。 
実質 的 に は 戦車 と いう より 上 陸 用 舟艇 
と いっ た ほう が よい の だ が 、 日 本 の 戦 
車 よ り も 強 そ うに 見 える か ら 不 思 議 で 
ある 。 


AS で か で 
LVT ( ゐ ) 4 水陸 両用 戦車 (写真 提供 : 大 塚 康 生 ) 


|*35 | 

“司馬 遼太郎 さん <" 

〇 数 々 の 歴史 小説 で 多く の 国民 に 希望 
を 与え 、 そ の 晩年 は 随筆 や 講演 な ど で 
文明 批評 を 続け て 来 ら れ た 作家 、 司 馬 
遼太郎 氏 。 司 馬 氏 は 、 学 徒 動員 で 陸軍 
に 入隊 、 戦 車 中 隊 の 将校 と し て 敗戦 を 
迎え た 。 な ぜ 装 甲 の 薄 さ を 精神 で 補 わ 
ね ば な ら ぬ よう な 戦車 に 乗っ て 戦わ さ 


_ の 注 彼 ぐ 


れる の か 、 そ し て な ぜ 日 本 は そう いう 
愚行 に 走っ て し まっ た の か を 考え 続け 
た 司馬 氏 は 、 戦後 に 文学 へ と 復員 を 果 
た し 、 自 分 の 感じ た 日 本 観 を ペン を も 
っ て 追求 し 続け た 。 し か し 1996 年 2 月 
に 逝去 され 、 日 本 中 の 多く の 読者 が そ 
の 死 を 悼 ん だ 。 宮崎 氏 は 、 司 馬 氏 の 生 
前 に 司馬 氏 、 堀 田 善 衛 氏 と の 上 談 
(「 時 代 の 風 音 」 朝日 文芸 文庫 ) を 、 ま 
た 急逝 され る 直前 に は 週刊 誌上 で 対談 
を され て いる 。 


| *36.| 
“ 九 七 式 中 戦車 <" 
日 本 陸軍 の 主力 戦 車 。 し か し 、 性 能 
的 に は 世界 の 水準 に 達し て お ら ず 、 終 
始 苦 戦 を 続け た 。 米 軍 の M 3 軽 戦車 に 
も 歯 が 立 た な か っ た と いわ れる 。 戦車 
将校 で あっ た 司馬 氏 も この 戦車 に 乗っ 
て いた 。 写真 は 昭和 19 年 に 司馬 氏 が 入 
校 し た 旧 満 州 四 平 戦車 学校 で 訓練 中 の 
九 七 式 中 戦車 。 (写真 提供 は 、 司 馬 氏 
と 同期 の 藤田 圧 一 郎 氏 に よる ) 

司馬 氏 の 所 属し て いた 戦車 第 1 連隊 
が 、 戦 争 末期 に 本 土 決戦 の た め 関 東平 
野 に 呼び 戻さ れ て 駐屯 し て いた 際 、 数 
台 の 三 式 中 戦車 が 、 他 の 中 隊 ま た は 連 
隊 に 配備 され 、 そ れ を 司馬 氏 が 試し に 
操作 する 描写 が 、 氏 の 著作 『 歴 史 と 視 
点 」 (中 公文 庫 ) 所 収 の 随筆 戦車 の 
壁 の 中 で 」 に 登場 する 。 そ れ ま で の 九 
七 式 の 鋼鉄 の 装甲 に は ヤス リ が か か ら 
な か っ た が 、 三 式 に は か か っ て し まっ 
た と いう 。 た だ の 鉄 で で きた 戦車 と は 
一 体 な ん な の だ ? … 司 馬 氏 は それ を ご 
自身 の 太平 洋 戦史 に と っ て 、 も っ と も 
重要 な 事実 の ひと つ で ある と 書い て い 
る 。 同書 に は 、 戦 車 に 対す る 憎悪 を 通 
じ て 日 本 の 軍部 批判 を する 随筆 が 3 編 
収録 され て いる 。 


九 巧 式 中 戦車 


|*37 | 

“「 表 面 硬化 装甲 板 | <" 

〇 表面 硬化 装甲 板 は 焼き 入れ を し た 鋼 
鉄製 の 装甲 板 で 、 硬 度 を 上 げ て 耐 弾性 
を 高め た も の 。 被弾 の 時 、 割れ た り ヒ 


被弾 し て 割れ た バン ター の 砲塔 


ュ 
い 
敵 弾 を は じき 返し た エレ ファ ント の 前 面 装甲 


ビ が 入る の は その た め 。 そ れ に 対抗 し 
て 被 帽 付 徹 甲 弾 が 作ら れ て いる 。 テ ィ 
ー ガ ー の 装甲 は 、 粘 り 気 の ある 鋼鉄 で 
作ら れ 、 バ ター を えぐ っ た よう な 弾 痕 
が 残る の は その た めで ある 。 


| *38.| 

“ティー ガー 戦車 が 使わ れ て ~" 

〇 ⑨ ア メリ カ の ニュ ー ス 専門 テレ ビ (C 
NN また は C B S) で 旧 ソ 連 の 内 毅 の 
模様 が 放映 され た 時 、 戦 後 型 の T55 や 
T62 等 に 交じっ て ティ ー ガ ー と 思わ れ 
る 戦車 が 映っ た と いう 話 。 日 本 で も た 
また まそ の ニュ ー ス を 見 た 人 が 存在 す 
る 。 ボ スニ ア な どの 内 戦 で は 、T34 戦 
車 が 現役 で 使用 され て いる 例 が ある 。 


|*39. 

「 ヨ ー ロ ッ パ の 解放 」" 

〇 旧 ン ソ連 が 1970 年 に 制作 し た 大 国策 
映画 。 5 部 構成 で 、1943 年 の クル スク 
戦 か ら 1945 年 の ベル リン の 陥落 まで 
が 描か れ て いる 。 さ す が に ソ連 映画 だ 
け あ り 、 地 平 線 まで 続く か の よう に 思 
われ る 戦車 の 群れ の 空 撮 や 、 大 量 の エ 
キス トラ の 動員 な ど ス ケー ル は 巨大 で 
ある 。 ま た 、 文 中 に も 出 た 改造 ティ ー 
ガー は 、 人 過去 の 戦争 映画 に 登場 し た テ 
ィ ー ガ ー も どき の 中 で は 一 番 の 出来 で 
あっ た 。 し か し 、 い か ん せん 上 映 時 間 
が 長 す ぎ 、 冗 長 な 点 は 否め な い 。 


“[ 碑 い の 休暇 」" 

〇 こち ら も 旧 ソ 連 製 の 映画 だ が 名 作 で 
ある 。 物 語 は 、 あ る ソ連 軍 の 若い 兵隊 
が 、 対 戦車 銃 で ティ ー ガ ー 戦 車 を 2 両 
撃破 、 そ の 功績 で 1 週間 の 休暇 を も ら 
い 、 故 郷 の 母親 に 会 い に 行く 。 そ の 道 
中 に 様々 な 出来 事 が 起こ り 、 そ し て … 
と いう も の 。 小品 な が ら 非 常に 完成 度 
が 高い 感動 作 な の だ が 、 こ の 対談 の 出 
席 者 と 編集 者 の よう に 深み に は まっ た 
知識 を 持つ と 、 ど うし て も 歪ん だ 見 方 
を し て し まう の で ある 。「 対 戦車 銃 で 
ティ ー ガ ー の 前 面 装甲 を 撃ち ぬけ る わ 
けが な いよ ! 」 … と いっ た ふう に …。 


125 


雑 想 MEMORANDUM 


「 雑 想 ノ ー ト 」 を 全て - 

お 読み に な っ て 、 この 物語 が 

ウソ な の か ホン ト な の か 、 

さっ ぱり わか ら な く な っ た … と いう 

感想 を 持た れ た 方 も 多い の で は ? 

最後 に 、 少 し だ け 種 明か し を 

いた し まし ょ う 。 虚 構 と 現実 が 

入り 混じっ た 、 雑 想 「 裏 」 ワ ー ル ド 
こ ご 案 内 し ます 。 


第 1 話 

知ら れ ざ る 巨人 の 末弟 
〇 「 こ の 話 は 7 一 8 年 も 暖め て きた も 
の な ん で す 。 そ れ を 、 結 小 凝 縮 し て 描 
いた ん で す 。 僕 は 、 巨 人 機 っ て いう の 
が 本 当 に 好き な ん で す 。 ユ ンカ ー ス の 
よう な 飛行 機 っ て 好き で すね 。 要 “に 席 
が ある っ て いう の は 、 幼 い 頃 か ら 空 に 
憧れ て いる 者 に と っ て は 夢 で す よ 。 少 
年 の 日 の 夢 で す 。 今 の 飛行 機 の よう に 
小さ な 窓 し か な く て 、 ベ ルト で 縛り つ 
けら れ て 運ば れる よう な の は 、 く だ ら 
な いこ と な ん で す ]」 

巨人 機 好き の 宮崎 氏 が 、 連 載 第 1 作 
に 選ん だ 機体 は 、 ド イツ の ユン カー ス 
社 が 作っ た 実在 の 旅客 機 、G - 38 だ っ 
た 。 物語 は その 機体 を ヨー ロッ パ の 小 
国 、 ボ スト ニア が 購入 する の だ 。 だ が 
ボス トニ ア は 架空 の 王国 で 、 ボ スニ ア 
と エス トニ ア の 合成 語 で ある 。 日 本 が 
G - 38 を 購入 し た の は 事実 で 、 コ レヒ 
ドー ル 要 塞 爆撃 用 の 超重 爆撃 機 の 必要 
性 か ら 、 陸 軍 が ドイ ツ か ら 製 造 権 を 買 
い 、 三 菱 が 製造 、 二 式 重 爆撃 機 と し 
て 正式 化 さ れ た 。 


第 2 話 

甲 鉄 の 意気 地 
〇 「 こ の 話 は 、 南 北 戦争 中 に 実際 に あ 
っ た 話 な ん で す よ 。 小説 より も 現実 の 
ほう が ずーっと 面白 いっ て いう こと で 
す よ ね 。 訓練 も 受け て いな い 素 人 が 、 
意気 込み だ け で 殴り 込み を か けた と い 
う 、 無茶 苦 茶 で バカ バカ し いと ころ が 
好き な ん で す 。 人 往 治 夫 と いう 人 が 書い 
た 本 の 中 に あっ た 話 な ん で すけ ど 、 好 
き な ん で す よ ね ] 

この エピ ソー ド は 、 日 本 で の 武蔵 と 
小次郎 の 厳 流 島 の 戦い と 同様 に 、 ア メ 
リカ で も 有名 な も の で 、 モ ニタ ー と メ 
リマ ッ ク の プラ ステ ィ ッ クモ デル も 発 
売 さ れ て いる ほど だ 。 海軍 大 佐 の 人 往 治 
夫 氏 は 、 日 本 海軍 の 砲術 の 権威 で あっ 
た 。 宮崎 氏 は 、 信 氏 の 著作 『 海 軍 砲 戦 
史 談 ] の 中 に 収録 され て いる エピ ソー 
ド を 読ん で 構想 を 練 ら れ た そう だ 。 


第 3 話 

多 砲 塔 の 出番 
〇 「 戦 車 っ て いう の は 、 と っ て も 血 な 
まぐ さい 物 で すね 。 同 じ 武 器 と し て 人 造 
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られ た 物 で も 、 飛 行 機 や 船 と 違っ て 戦 
うこ と だ け に し か 使え な い 物 で し ょ ? 
むき 出し の 敵意 っ て 感じ で す よ ね 。 多 
砲塔 と いっ て も 、 1 つよ り 他 の 所 に も 
いっ ぱい つい て いた ほう が 強 そ うだ 
し 、 強 い だ ろ うと 思っ て つけ "みた ん 
で す 。 で 、 使 っ て みた ら 、 そ ん な に 強 
く な か っ た と いう 、 今 か ら 思 うと アホ 
らし いこ と を 真剣 に や っ て いた 心 が 好 
き で す 。 こ の 話 は 、 映 像 に し て みた く 
て 、 暇 が で きる と 絵 コ ン テ を 切っ た り 
し ちゃ うん で す よ 。 ボ ル サ リ ー ノ を か 
ぶっ た ブタ が 、 戦車 に 乗っ て や っ て 来 
て 酒場 の 前 で 止ま る ん で す 。 そ し て 、 
その 酒場 の 中 に 入っ て 行く と 、 人 間 の 
女の子 物語 中 た だ 一 人 の 人 間 の 女 の 
子 な ん で すけ ど 一 歌 を 歌っ て いる …。 
冒頭 は 、 そ う や っ て 始ま る ん で す 。 カ 
ント リー ロー ド に 合わ せ て 戦車 が 暴走 
する っ て いう の を や り た いん で す ! 」 

この エピ ソー ド は 、 他 の 作品 と 違っ 
て 最初 か ら フ ァ ン タ ジ ー と し て 構成 さ 
れ て いる 。 欄外 に 書い て ある スポ ン サ 
一 募集 に 対し 、 当 時 実際 に 名 乗り を 上 
げた 会 社 が あり 、 ア ニ メ 化 が 進行 し て 
いた が 、 悪 役 大 佐 の 性 格 を 巡っ て 演出 
家 と 方 針 が 合わ な く な り 制 作 は 中 止 さ 
れ た 。 宮崎 氏 の コメ ント か ら 、 ブ タ が 
少女 に 恋する 点 、 カ ント リー ロー ド を 
劇 中 歌 と し て 使用 する 予定 な ど 、 後 年 
制作 され た 「『 紅 の 豚 』 や 「 耳 を すま せ 
ば に イメ ー ジ が 移植 され て いる の が 
わか る 。 


第 4 話 

農夫 の 眼 

〇 「 ア ンド レ ・ マ ル ロ ー の スペ イン 内 
乱 の 小説 を 読ん で 、 こ の 話 が 気に入っ 
た か ら 、 ど ん な 飛行 機 だ っ た の か な ? 
と 思っ て 調べ て みた ら 、 ポ テー ズ 540 
だ っ た ん で す 。 変 な 形 の 飛行 機 で すね 。 
この 時 代 の スペ イン と いう の は 、 フ ァ 
シズ ム に 押さ れ て ろく な 飛行 機 が な く 
て …。 こ れ は フラ ンス 製 の 飛行 機 な ん 
で す よ 」 | 

反 フ ァ ン ズム の 作家 、 ア ンド レ ・ マ 
ル ロ ー は 、 ス ペイ ン 内 乱 で 自ら 爆撃 機 
を 指揮 し て 作戦 に 参加 し て いる 。 そ の 
時 の 様子 が 、 彼 の 小説 「 希 望 】 に 登場 
する 。 ま た 彼 は 「 希 望 】 を ベー ス に し 
た 映画 制作 も 行い 、 実 際 に ポテ ー ズ 
540 を 使用 し て 農夫 を 乗せ て の 爆撃 シ 
ー ン を 撮影 し て いる 。 日 本 で は 1962 
年 希望 一 テル エル の 山々 』」 と し て 初 
公開 され 、 そ の 後 は 幻 の フィ ルム と な 
っ て いた が 、1992 年 に 「 雑 想 ノ ー ト 』 
初版 本 が 発売 され る と 、 偶 然 に も 再 公 
開 さ れ 、 小 説 (新潮 文庫 刊 ) も 同時 に 
再販 され た 。 こ の 作品 か ら 4 頁 に 増え 
た の は 、 描 きた いこ と が 膨らん で きた 
た めで 、 な ん と 宮崎 氏 は 「 原 稿 料 は 同 
じ で いい で すか ら 、 も う 1 頁 も ら え ま 
せん か | と いう 実に 涙ぐましい 要望 を 
編集 部 に 懇願 され た の で あっ た 。 


第 5 話 

竜 の 甲 鉄 

〇 「 こ れ は 、 艦 首 に 竜 を つけ た 甲 鉄 艦 
が 黄 竜 族 を は た めか せ て 進む 姿 を 描き 
た か っ た ん で す 。 族 の デザ イン は 、 後 
か ら 資 料 が 見 つか っ て わか っ た けど 、 
全然 直っ て まし た ( 笑 )。 こ れ は 、 珍 
し く 長 寿 を 保っ た 船 で し た ね 。 で も 、 
船 の 寿命 の 短い 長い も 運命 で すか ら 
ね 、 そ の 船 の 持っ た …。 だ か ら こ そ 、 
そこ に ロマ ン が ある ん じゃ な いで し ょ 
うか ? (日 清 戦 争 中 の ) 鎮 遠 の 提 軍 
と 艇 長 、 定 遠 の 艦 長 は 、 最 後に 自決 す 
る ん で す よ 」 

黄海 海戦 で 定 遠 は 撃沈 、 鎮 遠 は 捕獲 
され て 日 本 海軍 に 編入 され 、 日 忠 戦 争 
に も 参加 し た 。 海戦 の 翌年 、 長 崎 に 立 
ち 寄 っ た 鎮 遠 は 一 般 に 公開 され 、 竜 の 
甲 鉄 を 一 目 見 よう と 数 万 人 の 市 民 が 訪 
密 だ た と ゆう 9。 


写真 は 、 宮 崎 氏 が ミラ ノ に 行っ た 際 、 


科学 技術 博物 館 で 発見 し た 黄 竜 旗 。 
「 ダ ・ ヴ ィ ン チ を 見 に 行っ た ら 、 な ぜ か 
説明 ナシ で ぶら 下がっ て た ん で す よ 。 
こり ゃ … 近 代 海軍 の 旗 と は 思え な いで 
すき お 、 フリ ソリ | 


第 6 話 

九州 上 空 の 重 韓 機 
〇 「 最 初 は 、 珍妙 な 飛行 機 だ と 思っ た 
ん で すけ ど 、 描 いで 行 ぐ うち に だ ん だ 
ん 好き に な り ま し た 。 特に 斜め 後ろ か 
ら の アン グル が いい で すね 。 以前 、 上 
海 の 方 に 行っ た 時 に 、 冬 場 で 野菜 が な 
か ら だ ん で の しょ う ね 、 革 日 ニン ニク の 
茎 の 炒め 物 ば っ か り 食 べ さ せら れ た ん 
で す 。 だ か ら 、 き っ と 兵隊 た ち も こ れ 
を 食べ て いた ん だ ろう な ぁ と 思っ て い 
る ん で す ]」 

作品 中 に も ある よう に 、 本 エピ ソー 
ド は 日 中 戦争 で の 中 国 空軍 の 戦史 「 中 
国 的 天空 」 (中 山 雅洋 著 、 サ ン ケ イ 出 
版 刊 ) の 中 の わずか 2 真 ほど の 記述 を 
も と に 執筆 され て いる 。 紙片 爆撃 に 飛 
ん だ 2 機 の マー チン B-10 の 機長 は 徐 
燃 具 と 俊彦 伯 で 、 そ の 飛行 経路 は 水俣 
付近 か ら 球 磨 川沿 い に 宮崎 県 に 侵入 、 
延岡 付近 で 反転 し た も の と 思わ れる 。 
し か し 投下 し た ビラ の 多く は 山間 部 に 
落下 し 、 ま た 特 高 警察 が 直ちに 回 収 し 
た た め 、 日 本 国民 の 目 に は ほとん ど 触 
れ な か っ た と いう 。 

「「 中 国 的 天空 ] を 読ん で 、 日 本 本 
土 を 史上 初め て 侵し た 中 国 爆撃 機 が 、 
平和 を 呼び か ける ビラ を まい た っ て い 
う 話 に 感銘 し た ん だ けど 、 そ の 後に 調 
べた 人 が 、 そ の ビラ 爆撃 の 後 、 中 国政 
府 は 「 中 国 爆撃 機 が 京阪 神 地区 を 火 の 
海 に し た 』 っ て 発表 し て 、 み ん な 爆竹 
を 鳴ら し て 喜ん だ っ て いう 資料 を 見 つ 
け て きま し て …。 や っ ぱり 中 国 の 人 も 、 
ほん と は 爆弾 を 落と し た か っ た ん だ な 
ぁ っ て 思っ て ね …。 戦争 っ て そん な モ 
ン で すね ] 


戦後 に 連 軍 が 撮影 し た ベル リン ・ テ ィ ア ガ 
ル テ ン の 高射 砲塔 。 左 の 建物 は 管制 塔 で あろ 
う 。 降 伏 時 に 破壊 され た 連装 の 12.8 セ ンチ 
砲 の 砲身 に は 撃 謗 マ ー ク が 記さ れ て いる 。 
( 右 ペ ー ジ ) イタ リア に お いて 清国 北洋 艦隊 
の 黄 意 旗 と 選 哲 し た 宮崎 氏 。 長 年 の 疑問 が 
解 し た 財 間 で ある 。 


第 7 話 
| 語 条 天 
〇 「( 雑 想 ノ ー ト の 執筆 は ) それ は も 
う 楽 し いで す よ ! ウソ を いっ ぱい 3 
け ま すか ら ね 。 特に 、 ウ ソ の 飛行 機 を 
描い て ね 、 そ れ を 飛行 機 マ ニア を 自認 
し て る 人 が それ に まん ま と 騙 され た 時 
と か ね 。 高射 砲塔 の 話 で ドイ ツ の い 一 
か げん な 街 を 描い た ら 、 ホ ント に そこ 
に ある と 思っ て 訪ね よう と 思っ た 人 攻 
現れ た りす る と ね 、 騙 し た !! っ て いう 
喜び が あっ て …」 

と いう 宮崎 氏 の 言う と お り 、 高 射 窒 
塔 の 街 は 架空 の も の で ある 。 だ が 、 高 
射 砲塔 は 実在 し た 。 中 で も 大 規模 だ っ 
だ の は ベル リン 市 内 の ティ アガ ル テ ン 
の 動物 園 の 敷地 内 に 建造 され た も の 。 
13 階 建て の ビル の よう な 外観 を も ち 、 
中 に は 15,.000 人 を 収容 で きる 防空 幸 、 
病院 、 倉庫 と 、 ベ ルリ ン 中 の 宝物 を 貯 
めこ ん だ 貯蔵 室 も あっ た と いう 。 


陸 

』Q.ship 

〇 この エピ ソー ド だ け は ウソ だ ろう と 
お 思い の 方 が 多い と お も う が 、 こ れ は 
全く の 事実 で ある 。 当 時 、 イ ギリ ス 海 
軍 は 約 180 隻 の O シッ プ を 派遣 し 、 撃 
沈 し た り ボ ー ト の 総数 は 14 隻 だ っ た 。 
中 で も ゴー ドン ・ キ ャ ン ベ ル 大 佐 は 、 
3 隻 撃 沈 の エー ス だ っ た と いう 。 ゴ ー 
ドン 大 佐 の 愛 船 、 フ ァ ー ン ボロ ー 号 は 
1915 年 10 月 か ら 17 年 2 月 まで 作戦 に 
従事 し 、 最後 は 魚雷 を 受け る も な ん と 
か 港 に 帰着 し た 。 し か し 、 戦 後に 修理 
され 再び 平和 な 航海 に 戻っ た そう だ 。 
当時 の イギリス 海軍 の 水兵 た ち は 、 英 
国民 の 伝統 で ある 競技 的 射 幸 心 が 強く 
刺激 され た と みえ 、 ド イツ 海軍 を 罠 に 
か け よ うと Q 作 戦 に 進ん で 志願 し た 。 
U ボ ー ト 1 隻 撃沈 ご と に 乗員 に は 
1.000 ポ ンド の 報奨 金 が 支払 われ た と 
いわ れ て いる 。 


罰 第 9 話 

| 特設 空母 安松 丸 物語 

〇 「 安 松丸 物語 みた いな や つ は ね ぇ 、 
な ん で 描い た か っ て いい ます と 、 イ ギ 
リス 人 や アメ リカ 人 が いい か げん な 戦 
争 映 画 を 作る で し ょ う ? で も 僕 は ド 
イツ 人 が 作っ た 物 の ほう が 納得 で きる 
ん で す よ 。 小説 に し て も ね 。 だ か ら 
『「 ナ バロン の 要塞 ]」 と か ね 、 あ ー い う 


の 大 キラ イ な ん で す 、 頭 に き て ! そ 
ー い う 意 味 じ ゃ 「 史 上 最大 の 作戦 』 も 
[バル ジ 大 作戦 」 も キラ イ な ん で す 。 
実際 は あん な モン じゃ な か っ た っ て 思 
い が 自 分 の 中 に ある か ら ね 。 そ れ だ っ 
た らむ し ろ 僕 は 、 ロ シア が 作っ た 不 細 
エエ な 「 ヨ ー ロ ッ パ の 解放 』 の ほう が 、 
より 戦争 の 感じ が 出 て る ん じゃ な いか 
いま す 。 で 、 勝 っ た ヤツ ら が ね 、 
安心 し て ああ いう 下らない 映画 を 作っ 
紹 ウ ソ つ くん な ら 、 オ レ だ つっ で ウソ < く 
5 いつ ける ゾ ソ ! っ て いう ね 、 下 ら な い 
職業 上 の 対抗 意識 か ら 描い た の が 安松 
刀 で 。 で も 、 や っ て みて ね 、 な ん か ち 
ょ っ と 薄 ら 寒 か っ た で すね 。 だ か ら 、 
あん まり や ん な い ほ うがい いな と 思っ 
相 り っ 

旧 正 、 も し こう お っ た ら っ で いう 
戦記 物 が ずい ぶん 書か れ て いる けど 、 
実は や っ ぱり ね 、 小 学生 の 時 に 思っ た 
こと を その まま ちょ っ と 知識 で 味付け 
馬 な だけ で 、 ほ と ん ど リ アリ ティ ー が 
な いん で す よ 。 読ん で て 面白 く な い 。 
や っ ぱり あれ は 「 連 合 艦 隊 つ い に 勝つ 」 
(高木 柳 光 著 、 角 川 書店 刊 ) くら い に 
と ど め て お いた ほう が いい で す 。 ど っ 
か で 皮肉 に 笑い な が ら 作 ら な いと 。 な 
ん か 、 か っ こつ け て や る と ね 、 下 ら な 
く な る ] 

思 の エピ ソー ド か ら 、 コ ママ ンカ 形 
式 、 し か も 前 後編 で 執筆 され て いる 。 
これ は 宮崎 氏 の コメ ント の 通り 、 全 く 
の フィ クシ ョ ン で ある 。 多 く の 架 空戦 
記 小 説 は 、 そ の 設定 を 大 きく 広げ 過ぎ 
て 収拾 が つか な く な る も の が 多い が 、 
本 編 は 歴史 の 狭間 を 巧妙 に つい た 、 架 
空戦 記 の 本 道 を 行く も の と いえ よう 。 
ちな み に 特 設 空母 の 名 称 で ある "安松" 
は 宮崎 氏 の 住む 埼玉 県 の 町 名 か ら と ら 
れ て いる 。 


| 第 10 話 

ロン ドン 上 空 1918 年 

O「( 雑 想 ノ ー ト は ) よう する に 妄想 
の 産物 な ん で す 。 そ れ か ら 趣 味 で すか 
ら 、 例え ば ツェ ッ ペ リン ・ シ ュ タ ー ケ 
ン っ て いう の は どう いう 飛行 機 か っ て 
ね 、 ず ー っ と 頭 に ひっ か けた まま 、 何 
も し な いで いる で し ょ ? その うち 緑 
が あっ た ら そ の 本 が 手 に 入る だ ろう と 
思っ て た ら 、 や っ ぱり 縁 が あっ て ( 笑 )。 
ま 、 モ デル グラ フィ ックス 関係 の 人 が 
多い で すけ ども 、 そ の 本 が ころ が りこ 


ん で くる と 。 そ ん な ふう な こと で 描い 
て る ん で す 。 基本 的 に は 描き 終わ る と 、 
それ に つい て で ずーっと 持っ て いた こ だ 
わり が 消え て し まう ん で す …。 で 、 描 
き 終 わっ た 時 に 初め て ね 、 例 えば “ ツ 
ェ ッ ペリ ン ・ シュタ ー ケ ンコ で る うい 
う 飛 行 機 だ っ た の か " っ て いう こと が 
良く わか っ た りな ん か し て ね 。 わ か っ 
た 時 に は 終わ り と いう 。 食べ ちゃ っ 
た | っ て カン ジ で ね 。 も う 済 ん じゃ う 
ん で す よ 、 気 持ち が …] 

「 雑 想 ノ ー ト 」 の ネタ は 宮崎 氏 が 昔 


に 見 た 雑誌 の 口絵 や 、 古 本 屋 で 立ち 読 


み し た 戦記 本 等 の うろ 覚え の 記憶 が 元 
に な っ て いる 。 そ れ を 補足 する た め に 
編集 者 が 資料 収集 を 行っ た 。 中 に は 幸 
筆 後 に 資料 が 発見 され る こと も 多く 、 
この エピ ソー ド の 時 も そう で あっ た 。 

今回 登場 の 爆撃 機 は 、 ド イツ 軍 特 有 
の 多角 形 に よる モザ イク 状 の 夜間 迷彩 
(ロー ゼン ジ パ タ ー ン ) を 施し て いた 。 
それ に 関し て 愉快 な エピ ソン ソード が あっ 
た 。 映 画 「 魔 女 の 宅 急便 」 公開 時 の 特 
別 番組 で 宮崎 氏 は 、 レ ポー ター の 女性 
に 「 今 の 心境 を 色 で 表現 する と 何 色 で 
すか ? | と 質問 され た が 、 そ の 解答 が 
実に 珍妙 な の だ 。「 第 1 次 大 戦 の ドイ 
ツ 軍 用 機 は ピン ク や 青 や 緑色 な ん か を 
組み 合わ せ て 塗っ て いた ん で す 。 遠く 
か ら 見 る と それ ら が 混ざり あっ て 灰色 
に 見 える ん で す よ ね 。 今 の 心境 は そう 
いう 灰色 で すね 11 o 

ツェ ッ ペ リン ・ シ ュ タ ー ケ ン の RI 
型 は 、 約 30 種 作ら れ た R 級 の 中 で も ま 
し な 性 能 だ っ た よう だ が 、 そ れ は 劇 中 
に も ある よう に 機関 士 の 腕 に よる と こ 
ろ が 大 きか っ た 。 飛ぶ の が 不思議 な 巨 
人 機 だ っ た が 、 連 合 軍 は その 存在 を 脅 
威 と 感じ 、 戦後 に 全て を 解体 させ 、 そ 
の 後 は 製造 も 禁止 し た 。 そ の た め 第 2 
次 大 戦 で ドイ ツ は 大 型 機 開発 に 遅れ を 
と る こと に な る 。 


則 第 11 話 

| 最 谷 前 線 

〇 「「 最 貧 前 線 ] を 描く 発 敵 に な っ た 
話 を 最初 に 読ん だ の は 10 数 年 前 で し 
た 。 そ れ 以 来 な ん に も 調べ な いで 、 あ 
れ ど うだ っ た ん だ ろう な ぁ … と 思い な 
が ら 、 ず ー っ と 来 た だ け で 。 (執筆 の 
スタ イル は ) ちょ っ と 分 け て や っ て る 
ん で すけ ども 、 や っ て る うち に 少し ず 
つ わ か っ て 来 た の は 、 人 間 で 描き た い 
も の も ある っ て こと で すね 。 ブ タ に し 
た く な いも の も ある ん で す 。 僕 は 「 最 
貧 前 線 ] は 、 や っ ぱり 人 間 で 描き た か 
っ た ん で す 。 こ れ は ね 、 描 き 終わ っ て 
も まだ 終わ っ て な いん で す 、 気 持ち の 
中 で 。 … 誰 か が 映画 に し て くれ れ ば い 
いん で すけ ど 。 僕 が これ を 映画 に する 
の は 、 も う 、 ち ょ っ と 時 間 が か か っ て 
億 効 で で き な い けど …。 こ うい うふ う 
な 、 つ まり "絶対 に 死な な い ぞ ! "と 、 
な ん と か 犬 死に を し な いで 、" ま た 魚 


を と る ん だ | っ て いう ね 、 そ うい う 
人 達 が 出 て 来 て 、 そ れ を まっ と うす る 
話 を ね 、 僕 は や っ て みた いと 前 か ら 思 
っ て た ん で す …。 ま ア 、 を UNGSSE 
せん けど …。 こ れ に つい で ば ね 、 避 
か 心残り が ある ん で す よ 。 も うち ょ っ 
と 真 が あれ ば よかっ た な ぁ … っ て いう 
の が ね …。 あ と 1 真 あ れ ば 、 ず っ と 楽に 
も っ と いろ ん な こと が 出来 た ん だ と か 、 
そう いう こと も あり ます けど ( 笑 )」 

宮崎 氏 の 本 作 へ の 思い 入れ は 上 記 の 
よう に 強く 、 も し も アニ メ に する 時 に 
は 、「 海 の 上 に いる と いう こと を 表現 
する た め に 、 常 に カメ ラ を 上 下 動 させ 
る ん だ | と いう プラ ン る も 同 し て くだ さ 
っ た 。 宮崎 作品 の ファ ン で も ある 漫画 
家 、 大 友 克 洋 氏 も 「 最 貧 前 線 ] の 映画 
化 に 期待 を よせ て いる お 一 人 で ある 。 

「 吉 祥 丸 」 の 名 前 の 由来 は 単純 で 、 
宮崎 氏 の スタ ジオ が JR 中 央 線 の 吉祥 
寺 に あっ た か ら 。 敵 襲 を 受け て 沈没 す 
る 三鷹 丸 の 名 前 の 由来 も 同様 で 、 吉 祥 
寺 の 隣 駅 が 三鷹 な の だ 。 だ か ら 艇 長 さ 
ん が 「 お 隣 だ ! 助け に 行く ぞ !」 と 
叫ぶ の で ある 。 

宮崎 氏 の 妄想 は し ば し ば 現実 を 招く 
こと が ある が 、『「 聖 戦 ] の 名 の も と に 」 
(千田 夏 光 著 、 労 働 旬報 社 刊 ) に よる 
と 、 焼 津 漁港 所 属 で 「 第 一 吉祥 丸 」 が 
実在 し て いた こと が 後に 判明 。 宮 崎 氏 
も 不思議 が っ て お られ た 。 


第 12 話 

飛行 艇 時 代 
〇 「「 飛 行 艇 時 代 】 は ね 、 よ ー す る に 
1 話 で 終わ ら せ て お きゃ よかっ た ん で 
すね 、 あ りゃ ね ! バカ で ね 、 つ い 続 
き を 描い ちゃ っ た か ら 、 な ん か 逆 に 終 
わん な く な っ ちゃ っ た ん で す 、 気 持ち 
の 中 で 。 終 わん な く な っ ちゃ っ た 上 に 
ね 、「 雑 想 ノ ー ト 」 に し ちゃ あぁ 中 途 ハ 
ン パ に な っ ちゃ っ て …。 だから 映画 
(「 紅 の 豚 」) に し て みよ うと 思っ た ん 
だ けど 。 ま ぁ 、 映 画 (アニ メ ) っ て い 
う の は 、 実際 に は “映画” で すか ら 、 
趣味 で 描い て く ワ ケ に いか な いん で 、 
ヒド イ 目 に 会 いま し た 。 あ ー い うこ と 
を や っ ちゃ いけ な いっ て いう の は 、 終 
わっ た 後 の 結論 で ど ご ざい ます 、 ワ ハハ 
ハハ ッ !| 戦闘 飛行 艇 だ け で 終わ ら せ 
よう と 思っ た ん で す よ 。 (こう いう の 
が ある ゼ 1" っ て いう 話 で 。 そ れ で 良 
か っ た ん だ と 思う けど ね …。 な ん か こ 
う … つ い 、 や り た く な っ た の が いけ な 
か っ た ん ス ね 。 魔 が さ し た ん で す …、 
ああ いう の は …。 

まぁ し か し 、 こ の 飛行 機 は ぜん ぜん 
資料 を 持っ て な い ! 名 前 も イン チキ 
だ か ら ね ! ワハハ ハハ ッ ! 小学 生 
の 時 に 見 た 写真 が 一 枚 な ん で す よ 。 な 
ん て 不思議 な 物 が ある ん だ ろう !? と 
思っ て ね 。 で 、 カ ッ コ いい な ーー ! っ て 
思っ た 。 と に か く 横 か ら 見 た 写真 が 一 
枚 で ね 。 そ れ 以 来 お 目 に か か っ て な い 


ん で す よ 。 … こ うい う 飛 行 艇 に 乗っ て 
飛ん で みた いっ て いう の が … あ の … 少 
年 の 日 の 夢 な ん だ よね ! こう いう 2 飛 
行 艇 、 自 分 で 持て た らい いな あっ て い 
う …。 テ へ へ へ へ ! 」 

映画 「 紅 の 豚 』 に 関し て は 多く を 語 
ら な い 宮 崎 氏 。 当初 は 単に 旅客 機 の 機 
内 上 映 用 の 小品 を 考え て いた が 、 そ れ 
が 一 般 公開 を 前 提 と し た 長編 に 方 向 転 
換 し 、 ご 自分 の 趣味 が 映画 に 反映 され 
る こと に な っ て し まっ た こと に 心残り 
が ある よう だ 。 映画 の 資料 に よる と 、 
第 1 回 の 執筆 の 前 後に 映像 化 の 企画 が 
進行 し て お り 、 第 2 一 3 回 は その プレ 
ゼン テー ショ ン 用 の スト ーー リー ボード 
の 役割 果たし て いる 。( 第 1 回 で は 
主人 公 は マル コ ・ パ ゴット で あっ た の 
に 、 第 2 回 で は 「 ポ ルコ ・ ロ ッ ソ と 呼 
ん で ほし い 」| と 自ら 名 乗っ て いる ) 
物語 の モチ ー フ に な っ た の が 、 小 学 
生 の 時 に 見 た た っ た 一 枚 の 写真 の 記憶 
で ある と いう 点 に 和敬 か され る 。 そ の 機 
種 は 、 マ ッ キ M.33 と いう 水上 レー サー 
で ある 。1925 年 に 行わ れ た シュ ナイ ダ 
一 杯 と いう 水上 レー ス の 第 8 回 大 会 に 
お いて 、 マ ッ キ M.33 は 実際 に カー チ ス 
R3C と 競争 し た が 、 カ ー チ ス が 優勝 し 
マッ キ は 3 位 に 終わ っ て いる 。 


第 13 話 

豚 の 虎 
〇 「 戦 車 同士 の 戦い っ て いう の は 、 
(映画 や 劇画 の よう に ) スピ ー デ ィ ー 
じゃ な いと 思い ます よ 。 だ いた い 砲 塔 
の 中 で 自分 が ね 、 装 協 手 に な っ た こと 
を 考え れ ば いい ん で す 。 で 、 車 内 の 両 
脇 の 砲弾 ラッ ク に 何 発 か ずつ 入っ て ま 
す よ ね 。 で も 砲塔 の 向き に よっ て は 、 
弾 の ある ほう の ラッ ク に 行け な いこ と 
は いく ら で も 起こ る ワケ で じょう 7 
で 、 そ の 時 に どう し た ん だ 7? っ て いう 
…。 砲塔 の 回 転 速度 も 含め て 僕 は 、 戦 
車 戦 て いう の は そう と う 考 えて いる こ 
と と 笑う ん じゃ な いか な ? っ て 思い ま 
す 。 そ と こら べ へ ん が ね 、 ど の 9 も ね 、 マ ン 
ガ 描 いて て も うま く 表 現 で きる か どう 
か ワカ ん な いけ ども … そ れ で 「『 豚 の 虎 」 
っ て いう の を 描き た か っ た ん で す よ 。 
基本 的 に は そん な に カッ コ い い モ ン じ 
ャ ゃ な いん だ っ て いう こと な ん だ けど 

この 作品 は 、「 雑 想 ノ ー ト 」 の 初版 
本 の 発売 時 に 宮崎 氏 の 要望 で 描き 下ろ 
され た も の で ある 。「 紅 の 豚 』 の 公開 
も 成功 に (宮崎 氏 に と っ て は 不 本 意 か 
も …) 終わ り 、 ス タ ジ オ ジブ リ の 新 社 
屋 も 完成 、 肩 の 荷 が 下り た 安 培 感 か ら 
か 、 映 画 製作 中 の スト レス 解放 の は け 
ロロ を タイ ミン グ 良 く 描き 下ろ し に ぶつ 
けら れ た の だ 。 そ の 申し 出 に 編集 者 は 
逆 に 驚い て し まっ た 。 し か も 、 頁 が 足 
ら な いと いう こと で 増 貞 と いう オマ ケ 
も つい た の で あっ た 。 


127 


泊 崎 肖 


7 の Zzz ZZ の 


1941 年 1 月 5 日 、 東 京都 出身 。 飛行機 会社 の 役員 だ っ た 父親 や 、 
戦記 好き の 長兄 の 影響 下 、 読 書 や 漫画 を 描い て 幼年 期 を 過ごす 
1963 年 、 学 習 院 大学 を 卒業 し 、 ア ニメーション 製作 会 社 東映 動画 に 入社 。 
数 々 の 長編 映画 に 参加 後 、1978 年 に 「 未 来 少 年 コナ ン ] を 演出 し 注目 を 集め る 
以後 、「 ル パン 三世 カリ オス トロ の 城 」 で 初 の 劇場 作品 を 監督 
『 風 の 谷 の ナウ シカ 」、「 天 空 の 城 ラ ビュ タ 」、「 と な り の トト ロ 」、 

「 魔 女 の 宅 急便 ] と 立て 続け に ヒッ ト 作 を 生み 出し た 。 
1992 年 に は 本 誌 第 12 話 「 飛 行 艇 時 代 」 を 原作 と し た 
映画 「 紅 の 豚 」 が 公開 され 、 大 ヒッ ト と な っ た 
1997 年 夏 に は 、 過去 最大 の 監督 作品 「 も の の け 尋 」 が 公開 され た 
[著作 ] 

風 の 谷 の ナウ シカ 
シュ ナ の 旅 
トト ロ の 住む 家 


時 に は 昔 の 話 を (共著 ) 
も の の け 姫 、 他 


品 崎 貞 の 雑 想 ノ ー ト 
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